
襲
亨
ρ
郵

」

:レ
」,、

!、

ロ ロコ

監,

・」

,

●

:、

'

,

'

蜉

、

籍

、
'ヒ

,・

ご一一

、」1榊 ・
?弓,'

「.・聰・ ¶

'

,恥 マ=承

o

、

ず 。。学。鸚 薪1輛 脚 縣 卩
'「

亀

、

炭.化 氷 累 の .熱 力 學(其 騨)

口]熱 ガ學的函殴(古 典)の一般n勺

:闘筆

や)自 山工皐ルギーと凖衡恒数

{2>鎔 三法刪よりのエントロピー

〔π].熱 力學的函数(古 典)の濁定伍

.〔且)熱化學的測定の正硴度

(助 ニネルギーの單位

(2)吊 ネ～レギー牝較の:齪準妝態

(4)水 及び二戯化糠 の生成熱

(の 炭化永飛生成二率ルギー敦伎
、

川 北.公 夫*
'

(6)異 性化エネルギー

[田 統計力學よ りの熱力吊的更数

[緬論]

`1).並 遡遐幽及び廻轉蓮動の寄輿

(2)電 子 欺態の寄興

(3)振 動遐動の寄製'

(4)枝 スピン及び其他の效果.

(5)非 剛齢分子
専

㈹ 諭購及び紺 舌

燃 料問題に於ける淡化麟 の軍要なる役割蹴 ては茲に云ふ迄撫 い事である・典の爲特

iζ近年灘 欄 酬 する黻 な.る實鞍 料が 鐓 勦 つ ・あ劉;は 常然の事で・そ纏 艮眇

で多ぐの興味あ.る理論的考勦 ζ行はれる椥 こなつなのである・ 闘 ヒ水素の熱丿浬 の發展の經

過蹴 て噌 すれ ば曝 初Pa'1"s及 穿lhπ 剛}鑽 靹 見地 より之 を總括 し煙 は1ゆ 碧

書麟 珥 騨 舗 ⑳ る・共後 亅937i.f.sこ【まR…i・i・L"H'1一 ・ltg1・畩 びM・ …【13'等1嫡

單な有機化合物の熱力學的敏値に就て多 くの 入々の研究結 果を蒐集した.斯 くして.現象的に

求 められ る熱力學的鞭位は和常整備.されたのである.Eidineff及 びAston、4iKcugselb,等は続計

力學的馳 に立つて炭:化水素の熱力學的數債を求めたカ㍉實駿値 との完全な一致は早られなか

つたのセ ある...之はC-C結 合は.肖山な廻鯨をなすと云ふ假定:が充分でなかった鱈であb.,.其
.後PitZ
elfi,によつてilLの内部廻轉に對する障碍ボテンシアルを考察する事によつて統計 力學 よ

.り.の熱 力學的數値と實駿航とが掩めて乗い一致を示す事が證明 されたのである.
プ

背は熱 力學的藪蜘 こ1KcalLの エネルギーは屋 ・無覗 された時代 もあつたが.現 今 に於てば

實際のエ粟.1ゴK6儿 を無幌すると公ふ事は維済的側 直を無效な.らしめる樣な並大な影響を及

ぼす もので あると云つて も過言ではないのである・3.1Kca1・ のエネルギーの差異は或 る揚合

には'ド衡關旅を逆 轉する・ 例へば蜜温でA,B』 なる瓦斯が.A10%BgO%の 李衡忙あると

すると,Aめ 熱含量か ら3.1Kca[.P6rmole引 くと云ふ事はAめ 李衡濃度を95%迄 引一[i一げ

.ろ事に租掌する.から,..實 際に李衡濃度の算}i!等には 極めてIE確 な る數伉を必要とする事は云

み迄 も無 い事である・
コ

實脚 勺塗勘 騨 」蝋 の求あ旅1‡ 一般に燃麟 の熱化勒1聢 力;rfi・tgtてゐる・又穐
.和の炭化水素であれぱ'水素添勿の反應熱測定1こよる間接的方法がある

..統 計力$的 な 熱力學

.的數値φ求め寿にはラT・:
.效果,赤 外線吸收,X線 廻折,電 子線廻折等の方渉による分子跨造

訣 定による算1肪 法がある♂以下之等の一h4zatriPXて.少レく詳細にS1itべようと思ふ・
'

.〔1〕 隸 ヵ 學 解 函 數(古 典)の 一 般 的 關 係 榊

(1).自 由.±ネ.ルギ6終*ξ 罕衡恒敷

管.京都帝國末學理學部化學敬室・

譫彰熱力墨的函後:φ記鴉`1実便ゴll七アメリカ式に從ふ・..
融事.lirde.Energyの 課ば理化學辭典には泊 函呂事ルギーとあ堕,化 學語彙1ピは幾離二事ルギーどあ6.筆 蔚

、は前者の諏に穐つ.た・.
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r1由 エ ネル ギ ー を求 り る に は 下 記 の 式 に よ る.

F=11一 .718...;.(】)

'4P』 」11 -7r4ε
......(2)'「

聯

或る化合物 の生成 のrllhエ ネ ルギ ー 口劃}を 求 め るには ・瓦斯珠物 質で あれ ば理 想氣 膿と .

して共の1氣 壓.をと り,ZF衡 恒 鏨 〔萄(鱶 力は.氣壓.を罪t位)カ:求 まる と,

」・F"・目 一..配望'}nκ ..③

に ホつ て計算 され.る,尚 」1∬,,4理(藍;成 の熱含 量 屎ぴ ヱ ン い オビー)か ら(2)式 に よつ て も
.求
まる.4擢 は'ド式 に よつ て畏は され る.1

謝 ・一蚓+∫ 擁d望

(2) .第三 法則 よ りの工.ン ト囗ヒー
●

ω

」ぷ は熱 ヵ學第三法則よ り求められ1浬 度によるエン トロピーの疉化は,
,

γhdhβ～糯呂[ぶ
.

(5)

こ「.、..

隠 、,

嘘:1
.『

,,.

`

二

嘉1.蘇

`∵

霹..

・.二』1

㌔ レ
.≧

」ボ.

`

に よつて…長は さ範 る・ エ ン ト・ピ ー1ま歌柏 の可逆變 化 を伴つ て愉 加 し曽ド式の如 く.

」8言4〃 ノ1' (6)

ノ

によつて表は され る.茲 に4Hは 趺相轉移に与奄ける熱の吸牧最で ある.被 に熱力墨あ第三法
.則
に從つて絶對零度に於ける乙エン トロピ.一を零とし,共姆 を.出發點 としで固艘の比熱,轉移熱,

融解熱 灘 の塙熱 瀬 轍 ぴ黜 の比熱より:求め得 られ る㌣ 団 ビ「轍 算すれ鶸 全

翹のエン ト・ピーを求 め得られるのである唄 し實測は絶對犠 準行ひ得る筈はなく・.それに

.近い躡度で打切 られ るので あるが.今 日.迄のと.ζろ多くは100K.附 近で止 つてゐる.ス ビン

に遇しく主ント・ピーの鍵化は100Kよ り洫かに低 い澀 度に於て起 りそ脇 ものであ.る.'

一
[H〕 熱力學的函數(古 典)の 測定値.←

(1).熱 化學的測定の正確度. ..Nム

燃燒熱測定 と水素添加反慮熱測定 とに就て現在迄に報告されてゐる不正確度は,第r表 の.如
.くで.あ.る.㌘,.

第一表 爆擁熱及び水素添加熱の決宦に劉rナる不正磅度

『

嘔

遡

鶚

毒
1'f,

h「 雫
' .㌔

コ 　
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,'.尹

ロ イ コ

矯
漏

.・.

,1

F
.・一
喟
湘
一
璃

盡

鳶

3

掬
溜

蘿

避
.,...一軒
.

、

」
哈

鞠 質

(、 叫

c,1【6

ら1発

C31【5

qH8

C唱II⑩

c51匸 認

9■1N

』燃饒賞験の不正確度 甲

/
魚7乙1ヒ 厂 〃・虐 《η劉'覇照
士0.07 ±α0劉

±0.H ±0・0亀

±0,15 ±0、030

士OJ2 土0.02き

隔

±0.14 土o.020

士0.20 士0.02`

水棄顔加實臟の不正飜慶 馬

A勃'∴ 」陀厂π曜

±0.06

± α06

止0,06

±0.06

押 瑠'癖 躍
土0.18

土0,20

士0,20

ゴ…0.20

・ 、鱗 熱雌 。・就 て;まN・ti・n・1.Burenuo「S卿 ・d・のR鱒i・i一 派の鯱 鰺 考に.L.螺

..tl.添 加 の方rktこ 就 でほ..1{諮 加1大 學 のKiSti・kb"Tsky一 泯 め蘇究 を參照 した もので,.前 者に於で.

建 不:灘脚 継 鳴%で 齢 ψをてば細%綴 である・.
僻二..・
ヤ'...
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'(2)エ ネ ル ギーの單位 ,

熱 化學汲皰1・ 於 けるエ ネ・レギ ー單{lkは 一SUi[i・ ・e・nati・nalj・uld;であ る・電 氣的の標 鞠II直

か ら の
ユ 〔跳lo圏ie=4.1833.intemationaljoules。` ロ

を 得 る ・Washing乢onのNationqlBut'eauofSta卩flarttSs・9・10・:1}及 びLondon.のNational,1》by8{pa1●'
卜

lmly)面 叫 』!9訊14}に於 て絶 對 オ ーム 及び紹對 アムベアの測 定の論 議が行はれ た結 果.ロ
・1internaliopa]watt冨1 .0020土O:OOOOsabst〕 「、utewaL捨.

⇒言呈 串.され で ゐる。

(3>エ ネ ル.ギー比較 の1棄準1伏熊..

LewiS'ftびRan{hllisJtcよ.る と擦 準比較濃 度は259Cで;液 偲 及び 團腿物質 に就ての標 準比

蠍 態 は或 る黻 に於 て 環 腿のm()Jの 下 に於け る純梓の液盟 及び1{楹 でipり 」・嘶1噛 質 に
じ の 　

.對 しては1氣 壓の斌態 に於 け る瓦斯 を以つてする.

榛 華比使 状鮭に炎素 をとる揚 合㍉ 巌素 には 石墨 及び ダ イヤモ ン ドeVhtあ るがilfi,Nationall.,.
　

Bttie/idbfStanctardls.及.び 〔hrneg{eInstituteo「Techno]ogyめ(如alRe澗rghIntpratgr}・ に 於

け る 繝 蹕 的 調 査 に よ つ て イ儡1こ は1藤 體 の 如 き變 態 が な い と 云 ふ 事 力懈..り 澱 素 の 癖 此 較

状 態 に は イ.∫墨 をj1Jひ る 事 力.嗅 い と 云 ふ 結 論 に 到 達 し た ・IT'IS・IP)
.

25℃.に 於 け る 蛮 歳 熱 は.絶 對 零 度 に 變 算 して 統 計 力 學 よ り求 め ら れ る 自』ilエ ネ ル ギ ー 函 数.'/

伊 罰「1ノ 譯V7'(後 述)と 結 び つ け て,ノ 撫1,厂 刀1;.を 求 め る と,炭 素 に 就 て は1053.8,圭12.5.int,j.'.

perlnblC:或 ぱ251.9土3.Oc蹉Lpermote.水 素(霧}に 就 て は8466.6士2.Oint.j.permdle或 は.

2ρ2ag±0・5〔nl・.perllnle級 で あ る ・'

」

(4).水 及び三酸化峩棄 ④生成熱

ド淡化氷素の生域熱を計算するには共の環化水素の燃嶢熱 と水 及び 二酸化炭素の生哉熱を組.

合す事に.よつて求 立る..又 不飽和の淡化水素の場合には其の水素添加の熱を測定.して,此の灰

應熱 とノミ...ラフ.イン炭化水素の生戒熱とを組合せて求まる.L59Cに 於.ける水.の生成熱は20} う
h・面+去o.ig)一H・OOiq.)・

dHggsse=一2851795=辷40inLj.permol6

,=_:68,318ユ 土9,6ca1・petl111.)le

で あ る,.二 酸 化 炭 素 め'25。Cに 於 け る 生 域 熱ln・N一)は,

・C{c
,grtphiie}十 〇,(g}需CO璽 〔g}:・t ,一

、
」1」 軸 遷6=一393,355士4〔lint.j.pβ 「mole 驍.

=一94 ,029.8‡1.1.0αa1.P6rmole

で ある・..宀.・ ㌧ご

(5)峩 化 水素 生 成エネ ルギー數埴

.熱化學的調査 に基 く」1{確な數値 を拾 つて見 るE,牽 づ燃漉 熱め測定は.NhtiOitatBuiraatior

諜鷽難 懇轢購蹴騾 蠶冠躑磨
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・ 『川也 淡化輝 の勸 脚 ζ一)(鱗)

第二表%。cに 於け;幽 雛 榊 匕永索生成.の勘 學輌 敷

'鞭 ゆ 幼+〃 逓〔ρ=編 娠 ω

12【

..」

鵡.

'1:111

鐵
'凶,`σ

管 唱
卩 ・.

ザ.1・
9.
」'『

尸.』.・

ロ 　 ロ コ

,"

難
艶...』』 ド 瓦斯 状 ンぐラ フ.イγ測 匕水素 に就て の燃焼 熱 φ測建は メク ン訓 エ クン,黝 プ ロ.バ.ン尊 正 ブ タ:

輪1ン 飽 吻 ン覯 ペンタ ン・"'2'S"n,ti'・e,;'L'一`th)及 び テ トラメ.チル メタン欄 て行は
「

'殉 質
. 分子式 .4ノ∫ 4∫ 4ぞ

パ.77イ ン類.ご 認4・ μ^加 祕 叫 躍 叨ψ 跚∴μ 伽8 畆.押 叫
「

メ タ ン cH6 一74 ,735士310. 一17 ,肪5土74 一19 .39 一12 ,鰤
,

エ タ'ン らH碗
一84 ,465土450 一20

,1曾1士10S
一41 .61 一7

,7s7

プ ロ パ ン,
「

{、H5 一103
、535士520

一242750出124 一64 .4 一 臥560

正 ・ブ タ ン ・ C41匸10 一1雪4β05ゴ 」.6{0 一29 ,7豆ら±153 一87 .5 肖3、630

イ.ノブ.タツ C唱11■o 一131,145土560 一31 .,含50出132
P

-9L2 一4i160

正 ペ ン タ ン (諞1ll3 一145,325土8蜘 ..一3",739±213 一 】11 .1 r11620

2一 メチ ル7タ ン c5臨 【瞻 一153
,40ろ 土640.

一36
,671圭153 一H2,3 β.3」90

.

テ ト.ラ4チ 勘.メタ ン C5■11窪 一164,865±9δP .`39,410士 盟7 一12L1 .一3
,3且0

正 ペ キサ ン て七1.114 一4⑳ 匹o±500 一134.5 十30

2一 メ チ ル ペ ン.タ シ {至H■ ・ 一41β00±700 一136 .8'.
一1
,000

2,2一 ヂ メ チ 々 ナ タ .ン 蝿II踊 1
一{4
,400土700

,P

-uL2
L

一.2βoo

正 ヘ プ.ダ ン' ⊂冷1ll6 一45β50圭SOO 一158.0 十1,750

2一 メ チ ル ヘ キ サ ン 9縫56
一47 ,100±100 一160 .1 十600

■

2,…トヂ メチ 々 ペ ン タ ン "1.【8`
一49βoo土100 一166.2 一300

正 零 ク タ ン
「

CBl.1夐8 一50,700±100 一181 .5 十3,400

202,4一.ト リ メ チ ル ベ ン
`'齢1【 眄 756,200土200 一1go.9 十700.タン.

ノ{・[磁..妬+2]〔'」>6)

噛 一
.〔5β50ゐ 」7,goo〕

±0;1201、 〔一23・49h+陶 :〔+1,650既.
一9
,800〕

噸 ノ.オレ フイ シ嬢 巳
.

鹽

呂 チ レ ン..
圏 qII当 +52,526土 脚 +12,556±67 一12 ,49 十16,279

プ ロ.ピレシ, ql16 +20,732士{60 +4,956±UO. 一32 .3 十14,730

ト ナ テ ンT c41.15 +1,602士750 十383±!80 一55 。1
ら+】6β!0

.シ スー2一ブ テ ン 【、1稼 ・
「
_53D6土750

.
「1,脚 土!80 一56。9 十15,570

ト ラ ン え「2一ブ デ ン (」Hβ 一9,78正 土750 . 一2β38± 董90 一57.5 十14,soo
旺 イ
.ソ ブ テ.ン.!(2一 メ チ

ル.プ ロ ペ ン)

1一ペ ン テ.ン..

c司1』

c轟 【.【尋。

昌
一13,407±690

-19
,4望 ±1260

商3,205士165

-4
,磁 土30σ

一59.2

L

+14,440・

シ ろ一㍗{9ン テ ン c5隻lg。 一26,79ユ 士1200 一6 ,405士300

トラ γ3-2ニ ペ γ勢.ン c5Hn 一30,756≠;1260 一7 ,959土300
厂'

㍗ 遷 チ ル ー1一プ テ ン c51.匸go 一:晝5
,24① 土 脚

.一.8,424士200

3一メチ ル樋らブ テ ン CAIIIo 一27 ,5綿 士750 一6P578士180.
,

2一メチ ル」ト ブ テ.ン c5Hlo 一41 .8塒 士7駅). 一9
,1}95=」1SO

ヂ オ レ フ.イン類.;
1

ア レ ン. `諭H4 +王92,6盟 士1090 +46、(M6士260
.
1,3一 ブ タ.ヂ 尹 ン ・ c{If6 +U2,3獣 士1000. ÷26,鋤 ±現0

「

1,3一 ペ ン タ ヂ 呂 ン 転115 +79,002圭 黜260 +.19,885土300

1,4一 ぺ.ン タ.ヂ 呂 ン, c5旺6 十 量06,田6±1260噛 +25,565士300
幽

ア セ チ レ 潔靉.巴 ●

. .唱

ア セ=チ レ ン. C齢1【4
り..

+226β52士9SO' ÷54,郷 士黔 十1.4.07
一←50
写034

イテ ル ア聿 テ を.ン
■.

.{華恥 +185,35昌 土.1000.
..

.ナ44309・ 」240 ・ ・ 覧

.ず尹.さチ
.～セ.ア ヤニチ セ ・ン'.,一

く:4叫 +即,踟 土L遷go +35」2盟 幸踊 、

幽
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翻
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丿1目ヒ・.炭孑ヒ水 素 の熱 力 學(齢其 一)(耜 介).
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V{日。XV

.

'

れ てゐ る・液歌 パ ラブ.イシ炭化水素 に就 でり燃燒 熱 め測 定は正ヘ キサ シ,町置旺ヘプ タン,ee)正 オq

ク タヒ亀盟,に就 て行 はれ て ゐ.る...'

..∫騨1障 セ ブ.イン測 ヒ水幸ρ鯱 熱の測定 は・=チ ・7:S]及 び プ ・ピ.レンr町1蹴 τ行 はれ ・水

素 添 加.の熱測定ぱ エチ レン遡.プ 卩ピ.vン,鋤1一 ブテ ンtse・1一ランスー2ヴ デン,SOIシス.2rブ テ ン理

イ.ソプデ γ勲1一 へ.プデン,r',2r-Cン テ ン"1}(シ 級 び ト.ラン耳の{胎 物,2一?・.91VLI一 ナ テン,・,

。2一 メチ1レザ ブデ ン.,3P3-S'iJ・)v.一1-」'デン馳 β一ヂ メチルー1一ブテ ン・3肆'.蛤ヂ メチルー2プ テ

y.,M)3∫.3,ヂ.メチルーユ「ブテ.ン,鋤4,4,ヂ メチ ルー1一ペ ンテy,rtL'}L),4,4-1」 リメチルrL2一ベ ンテ1ン白隅.

2i4,一4一トリ.メチ ルー1一ぺ .Yテ ン,s,一}アレン,'ls)1,3一ブ タヂxン,鋤1,3一 ペ ンタヂ.エ.ン,黝1,4一ぺ .ン.タ

ヂ エ γ;禰1,.5一ヘ キサヂ ェゾ 碕及as2113一'fメ チ ・・一L3プ タヂエ ン=`⇒等 に競 て行飆tて ゐ る.

不 飽和環雌 炭化水素.(]i斯 爿」こ)に就 ての水素添 加の熱測 定は .vLク ロペ ンテ ン;")シ ク.時.べ.ン.タ

ヂ ェシ;Ft,.シクvヘ キセ ン鏑1,3一 シ.クロ.ヘギサヂ ェン声 シ クロヘブ.デン週.シ ク.vヘ プ タヂ ェ

:・'ISIJs」,.puヘプ 外.リ.±.ン,::"'シ クliLク 瑠 ,:L・"・・Cンゼ ン1'T`'・一}シ レ ン;R!;エ チ'・ベンゼ ン:'1'3'i

び ブ イ.二々ベ ンゼ シ鋤が報告 され てゐ る.・ .ヤ

.1衡 欺 アセチ レン表化水素 の水素 添 加熱測 定ば ア七 チ レン;YJメ チ'げ セチ レゾ ・・及び.ヂ ～ tl

チ ル アセチ.レシη等 に就七行 ばれ て わる・

ナ フテ ン系或は シ ク.白バ..ラフ イン幾 化水素(瓦 斯 歌)に 就 ての黙擁熱 の融値`キ シ クロプ ロパ

ゾ,.に 就 てのみ求.め.られ て ゐる.液 欺 ナ フデ ン炭化水素 の燃嶢熱 は メチルシ ク卩.ペンタン絢及

.びシ ク...・ヘ キサ ン陶に就 て報 告 .され て ゐる.

第 ご表 よ り直 ちに解 る事は,澱 素 と水素 よ り媛 化水素生成 の際 にはパ ラフ.イン系炭 化水素 が

發熱 靠が最.う六 で 南ると云 ふ事で あ る・ 爾dFの 負の埴 を示 すのは パ ラ フイγ系炭化永素 φ

.みで.他は正 の値 を.示して.ゐる.從 つて バ ラフ ィシ系 炭化.水素 は熱 力擧的 に一番 安定で ある事
●.

が'判 る..

パ ラ.フ イン系.濃化水素 に於てCII,・ 原 子 團に對す るエ ネ.ルギ.一一ig加 の 割合は一定では.ない.

例 昏ぱ 〆汐 靴か.らペ ンタ ンに至 る正teラ フ!ン のcH望 原 子 團の檎加 に對 す るエネnギAre加 ,

を〉害り合 は一建;で`まな い.'

又 異i蜘 の エネルギ ー含最 は 一定でt'まな く,直 鎧 の もφ.よ り分伎鎖 の ものの:t)'オt1...ネ・レギ

ー含 暈 が小で φ.る.・ ぺ.ンタンLこ於てはtt'・ レギー含暈 は .高度の分枝錻 の異性膃 めデ 穆 ヌチ

Pメ クン(ネ オペ ンタン)が 一番小 であ る.又jl三 ブ タ ンと イソブ.タンのZ.ネ ル.ギP含 量.の差 は

(1.硯 キQ20 ..1{≒"Lper.mole)正 ぺ.ンタ.ンと2一 メチ ルブ タンの差.(1.93圭o.231〈c/alrpermg;e).

1と殆 ル.ど等:し い と云ふ事は,.尠 るC原 子か ら結鎮が分検 す る毎 にパ ラフィン衆化水素 め 工皐.、

ルギ.一含量が略 辷同樣な減 少 をす ると考 へ.られ・る:

(6>.異 性 化 エネ ルギー 鹽 尸

以」の 考豢 に よつ窃 き化水素 の異 闘 豊の エ ネ'・ギ ー含量臨 其 の:F弥透 の礎1ヒ に.sつ て多少變
鹽ieす

ろ事 がgeつtc・4鱗.1。 にtま分 子の並進遐動,廻 轉遐動 と通 常 め振 動邏動 の.エネ・レギr:が
ロ

入つてゐる隅4遅 転匚ガを以つて異性慣のエネルギーを比較するよ りも,むしろOP・Kに於ける

≠耘 私 蜘 蹴 て贓 する赫 理解に伽 である魂 ブH臨 一瑠.1談 素及び永素.(瓦

斯).tc就て嫡 強 ⑧1鹸 ける値を.とb,.珥職 妛化水素に甓て1ま卸m騨,瞬 課 を細.し
.℃.4HSを 剿1け る.と第三表の如 くなる.一

/
.

' o

.蔓 ・』... .一,-』 .鹽
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第.三 爽 '

.

.

.異性 化 反 纛 ・ 」H撫 .耶 4【塩 .鵬一」lq 」H3
「

(∫Eブ タ ン)=(イ ソプ タ ン)
.(魯 ペ ンタ ン)皀(2一 メ

、チ ル ブ タ ン)

(正一べ4タ ン)置(テ1・ ラ メ.チ々 〃 ン)

働'.声r"殿
..一1.64土O,20

-1 .93士0.25

-4.67±0.31.

齠 ・.塵〃"爵
一 〇.37土0.07

_6 .昌1土0.07

-〇 二63士0 .07

丞τ鳳 .露 厂;〃'爵
一1.27±0.21-
一L42±0.27

一4.04士0.貌

1

之等の難 盟の継 とooド 鯲 け御 歩}エネ・レギ冖含量(正 ブ タン及のEペ ンタンをoと

して他の異堂體に比較した數値)と の比較は第四表の如 くである・

第瞭 ブ.・・及騨 ゐ ・喋 性化ヱネ吋 一 .o.Kに 於ては分子は〕1雌蓮動..廻髄 動..■

化 舗 」 構 造1騒 購 る

＼/＼/
鋸 ノセグ〃ρ々

CC

正ヴ タ ン ＼♂ ＼♂ ＼ α00

〆 ＼/＼
,

＼/
.

c

/＼/
イ ソ ブ タ ン{.; 一1.27士0.21

＼/＼/
cc F

/＼/＼

及び 通常 の振動 蓮動 のエ ネルギ ー.を持 つて ゐ

ないか ら,第 四表 よ り,イ ソブタシはi旺ブ.タ

ンよ りt27土0,211{qlLpermoleだ.け 安 定で1:

第 五 衷 ブ テ ンあ 與性 化.昌 ぞ「:.壷ギ 」

化 合 殉1構 邇1騒 騫 銭う
飆 ノヒ厂〃厩

馳

."・

殉

1一 プ テ ン

'
.

'

L`

」
㌧
齢

.6
＼/＼/曾
CC

コE6ペ ン タ ン ＼/＼ ノ ＼0.00
.cc(=

＼/＼/

＼/
c

/＼/＼./
2一メチ ルブ タ ンCC-1。42±0.2マ

・ ＼ ノ ＼/＼

(.:c

/＼/＼ 髄

＼/＼/
CC

テ算
・.・.()く)一 撒 …

cc

、/＼/＼

舳

シ ス ー2一ブ テ ン

ト ヲ ン ス ー

駄ブテン

イ ソ ブ テ ン(2一 メ

チ ル プ ロ ペ ン)

G

C

＼

/

＼

/

弍
,

/

＼
"
/

/

＼
/

,

C
＼

/

＼/
c

/＼/
.c.

＼/＼

＼/
c

/＼
(==c

＼

＼
C盃C

/

/・

＼/
C

/＼

＼/
C.

/＼

＼/
C

/＼

0.00

一L別 ±0」2曁

_2.79土0●12.

一3.s5土o ,25

b.

画

≒.}. .呪 ・

同様 に2一 メチルブ タンは正 ペ ン タンよ1,.1、卑 士0.27Ke砿por211qle.だ け安 定で あ り,テ ト=.ラ..71、

・ メチル メ.タ7は 正ペ ンタ ンよ り ↓04士 咄k・aLI沁 目ml・ だ け…牟定であ 糠 が解 る.・

第 五表は ブテ ンに就 て上記 の關 係 を見た もめで あ り,シ.ス ー2γプテ ン及び トラン.スー2一ブテ ン

の エ ネルギー含撒 は 水素 添加の熱 よ り黜 され た もの を用ひ旨 ソプテ1ンは水素添 鷹 と.生.

・.・鷺饗讐農欝貿駕 戮糞鐙鑓嘛鯉搬 認 繋 鷺董
スー2一ブテ γは2.79士0.12Kα 匙!.p宙1】1016,イ ソ.ブテ ンは3 .85±0.25K㎝L.p6r.mO】cだ け安定

で ある事が解 る."・

蕩

雲
」
Fし逶

・髄
」

¶."潟
適
醸

哂

,鬘
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唱
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一.弓

等
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第 寡 表 は 同 様 に6つ の ペ ン テ ン の 内 の4つ の 異 性 懺 に 就 て の 釈 對 エ ネ ル ギ ー 含 量 を 宗 した

も の で.あ む,25℃lc於 て:翫 メ チ.'島1一 プ テ ン1';#'.1一一"eン デ ン よ り..1;93±0130Kcal.p¢molc,

2一 メ チ ルL1一 プ テ γは3.78±:0.30Kcal.permde,2一 メ チ)v-2一 ブ テ ン は5.35±O:30Kcal.p'aτ

mole .粛.け 安 定 で あ る 事 が 解 る ・

轍 や ・t'・撒 化n=t.・/■一 嘩;4猷 知 も 難 勲 工i"'ルギ冖

化 合 司 構

.

1一 ベ ン.テ ン

.

・3一 メ ヂ.ル 己
.コ
ープ テ ン.

.4

2一 メ チ ル ー.

1白 プ テ ン

2一 メ テ ル ー.
2一ブ.テ ン

'＼ ノ＼
/

CC
＼/＼/＼
c=cc
/.＼/.＼

＼/
c

＼/＼
く　

＼/＼/
Cac.c
ン'.＼/＼

.＼/.C
.

/.＼
＼/.c
=C丶/

/、 ＼-U

＼/＼C

/＼ 、、

＼/＼/
c .c

/＼/＼
C;C.

.＼/＼

　

./＼

250Cに 於 け.る遞 .相對熱 含繋

燕 α乙 六 厂〃'r,た.

0,0D

一L93±0.呂P .

一3.7S士0.30
」

ロ
ー5 。35±O.30

ち覧...
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;こ1..

彰"ご

竃..'

嶺

乙 、
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㌔ ・
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幽

〔m〕 絖計力學よりめ熱力學的函數〔總論〕
　

腆 的騨 嵌{咏 素嫡 蹴 て其のS>,r-opmva及び癬 嫩 が棚 して翻f艦 り1黝 句
に熱ヵ學的函敬が求.まる.共 の算出ヵ法ダ)脹理友ぴ應∫出ζ關しては幾多の試みがある.陣螂璃I
as.41、tb.・lll,朔 癖,.

　コ

分子エネ畔 一.に.期 獅 蠅 としての雌 邂 力・轡 遐動のヱネ'レ嶄 殍 分子醐 の.

樋 噸b・と.電+鰍態のエネ・レギー等畍 けて考へ纏 が1際 る・欺 螺 してエント・ピ「

.比鑞等の熱力學的函数も同様.共. の々邏動欺態のエネルギー因子に分けて考へる事が田來る.
・今之等φ寄與部分φ墨.ネルギ←因壬に就て考察を逖め度いと思ふ・

.d)雌 運動麟 廻轉鋤 の寄與

非直線斌剛瀚 ・子の熱力學的函蜘F對 する並進 及び理輻運動の寄與は次eCIC'よつて示され

るb....9

βや〒2.28751(31QgA∬ 十8ieg7L2b9σ 十1Pt.J,leIs)一7櫛9〈7)

(炉 一鱒!7碁 一8+7.34a..:.....「(8)

含量が柏遼 し,CH耄 原予團に對す.るエ.ネ

ギルー増加寧ホー定 してゐない事等は,

1.〔には直接結合.してゐない隣接原チ閥の

相互作瑚に基 くものと考へ られる6.斯 る

非績合の隣接厭子間の相互作lllに就て,

Conn,Kis巳i傘9w容ky及 び.SmiLh吻等は 不

飽和環厭化合物の水素化反慮の研究 より

之 横 證 し藩 子群め立鮴 毛聾1曝 くも.

のであるとしてゐる.・斯 る立髄因子は芳

香隠やナフタ.レン系炭化水素に もある..

芳 香周環樮と.エネルギーを結びつけて老

へ る時は共鳴エネルギー講 をも考劇 ζ入

れ」る必:要がある.

之 を要するに古典熱力學の函数及び共

あ數値か ら考察すると,淡 化水素分子に

安定性 を興へる肉子は;ω づ辱唸(b)結

鎮の角度の四面媼償 よりの變倚を.出來る

だけ小にす る事,(C}炭 素の赫鎮駅態が最

大隈に緊密であ.る事,㈹ 非結合隣接原子

間の斥力が最小限である事等であ.る.
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【.召の一五署)尸=7.948望' (9)

(10)

雷
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'「 鹽
訥.

聖.F,

げ

、
.-

":賑
『9

,-1,曁

1

.1、 ・

,

呷

o

⑦ 含7.948

茲 に 」¶,ぷ.F及 び.(撃 は1.氣 堅 に於て測1想 氣體 と しての1モ'峠 ζ対す る肖由 エ ネル ギ
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茲にlnは 自.然多檄,Rは:瓦 斯常數である.

電子淞態の寄.興を考へる時最低の電子エネルギ冖水準のみが此の場合稍 々重要であるが;電

子エネルギーの變化が典の最小の揚合で も尚熱エネ'レギー 醍'に 比.して大占なるから,一般 に

g卿 は1と 見倣 され,斯 る搗合には上記の諸式は零となる・

(3)振 動運動の寄與

今上記 ②.に 於け..る..J7nを振動エネルギー水彳lllにとれば,上 記の電子歌態の寄 興に於ける
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直線歌分子は.3N〒5個 の幕準振動數を右 してゐる・
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とする.茲 に 」広 は縮退度 ωegene鳳c∫}g。の電子工.ネルギー水醜 たはボルツマンの常数.

で.ある.從 つて總和..Oは 凡てめ電予 ヱネルギー水準を示 し,事 實上竃ルッマ7因 子が無税 さ

れない.凡て.の水準を表 してゐる.故 に電子歌態め寄興として次式が興へられる.
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第七表 熱丿蹕 的函數に劉ナる調和脹動の寄奥
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'「

れる.必要はない。.斯くして得 られ疫弔ン1・ロピ.一は第三法則ヱントロピ尸,或は假想零.ント卩

ピー{咀 輿al㎝ ヒ匹)pylと1呼3:事1が出來る.考 匿對して絶對ヱン トロピー{a恥oiりtee啅qpy}は

Eh9濡 け」・言砌 もの よ 吠 きいのであるq旦 し9煎 核 ズビ陣{貲 である)・畷 職 ・が
' .鵬 るエ.ン;匝 ビーは黼 ゆ假駆 ン ト・

.昨 である・剛 批 素の嬲 重蹴 ては・特に鯨 素

を鰍 醐 合や非常畔1幣 な靄櫛 腰 する揚縺 除いrは ・之 も亦無硯駐1來るのである・・

廻轉運動による分rめ 逡心歪llb(…t1气「・郎1di・瞰io・)"'及び璽槫と振動の睇 の∫吻遐蝦 の

配結緲の 影響 に對する禰 …[蝋 ど必要力嘸 い伽 ・である・ 又 振醐 雁 齢 ふf賭 能勦 避`ヒ

に對する補正は實験數値が不充分の爲通常行は坦..してゐない。6

上記の請效果は殆 ど之等による熱 ノ」學的函數め輔 配を必要と.しないものである.

然 しな示ら.茲に最 も.良く考へなければな らね因子は振動 を調和振動歌態 と假定した事に對

す.る吟味め必要のイf無である・實際の振動氷準は等距離とは考へ られす;解 離限界に近づ くに

從つて曜嫩 すろ・源 子分予1嘩 ては柵 癖 細 ζ研究 されてゐるか ら・此の燃 も計算の内に

入れて考へられτゐる・然 しなが ら多原子分 予になると、既の影轡 が殆 ど考へられてゐない.

此の影稗の毓11{に針しては數學的方法吻のみが進歩して賞際に必要 とされ る數攸は,多原予分

・子 の揚 命は殆.ど無い斌態である。.故 に低濃度の揚命は斯 る影響は無硯出來 るが,高颯度Φ場合

には臓密に云ふと,振動歌態の熱 力學的函敏に對する寄 興の正確度は上証の影響の爲に梢 々低

下する.と考へ られる.

尚共他振勸歌態の寄輿に影饗する囚子は共鳴が起る事である・ 或る場 合には 振動水準の互.

た瞰 塗 もの同志翻 亅亙個1蟷 し潮 郡)の 職 から鸛 ・li徠る水靴 置よ 眇 しつれ.

.る 場 貪が1'隴 であらう事は想伽 ・難 くない・之に對する.蹄 は 劃 興ゆ 攤 癖 隔 ・曇へら払

.ば耳出出來るのであるが・實際問題としては振動欺態ξ)寄輿に對 して1よ可な1,.小さい囚子であ

らう.と考 へられ る.例 へぼ 二酸 化炭素の場合.に於て.も此の現貌が考へ られてゐるが,振 動欺.
'熊
の荊剛 を行54こ は未だ實験結:果が鞴 されてゐない・ 『 ・

之 を要すに振動朕態の寄與を計算するに當つて非當なる精密 度を必要とする場合は兎 も角,

.一般の多原干分子に就いては 上記の諸 因子重 無靦 して も何 ら實算上にほ影輝が無いと考へら

れ る.

陰

獣

(5).非 剛 髄 分 子

:今分子がcH藩 の原子園(或`ま基).姶 んで洪 等の原子圍力吩 子1膿i鎖の鋤 を欄 大き.

な振幅で麹蒋したり.振動した りしてゐ.る揚合.を考へる時、問題は一唐複雜である.簡 皿なエタ

ン醐 贓 考へても一蹴 の勳 蹴 　瞰 のみでぱ不粉 であそ・分子内の炭素結鎖り勤 鯨

子園め捩れの遐動を妨碍する力が非常に大きゃ揚合には,囃の邏動は見掛上撰動とレて取扱つ

"て紛 であ.り詰 し分納.嬾 オ切 飆 が繍 娜 随 受牌 ・鴾 合(1袖 内部鱒).に は齔の蓮
二動 はElエtllloぼ 及びA蜘 卍 或は1{蜘e陣 驫潮 に よつて行はれ た 方法 で古典的な廻輻 として處埋

・隊 る・.然睦 がら一般に斯る力は蝉 の輔1祕 ものである・Pi噂 触 購 の揚箏 鯲

考察を行ひ實際の計算に都合の良い数値を喪示してゐる.此 の蜘 ご關しては.尚.Clawlb良陣 は

.稚や 炭化水隷 就τ可な 哦 繭i刺 に贈 嬬 勲 や てゐる.・'例ぺぱCH滿 のあ紛 子
で はヂ メ.チルエ ーテ・レ,ブ ・ピセ ン,デ トラメ チ'リ タン.メ チ・レア ルコー・噂 に就 て珊論 的

1ζ撫 を行つてゐる・c嘩b・ ・1の講導し爍 埠 的函鰍 下記の姐.で ある・

・輝 け う二つ覊 二つ以上の原子1鬮.(或は基1り寄興 ま加算的であり凝 動邂動の寄與に於で

4(1941.)
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共 に和當す る部会 に置換へ る事 が出來 る.共 なめ 、原子 圍に對 して の寄 與は.次 の諸卑 に.よって

表は.され る.

8==亅窄〔1nσ 十(」K1(∋り〕 ..、..(26)

.{1iγ1り三=一1竃(Inσ十 】Fo》 . .(27)唱

麈 〔」「117り=」団〔(」ζノ6「}一】㌔〕. .(28}

σ=1～(〔」フ〔;つ一`五γθ)2〕...(29)

.茲.1.こ

'.0
5昌〔」2漏θ」「十〇1う,1r富`」2畴1「海十κ1う,・厂」`ρ尾響Z 十々・1r〕._〔30) 、

で あ.:り.が括弧 の中の記 號は,

σ・=恥 Ψ(一1庸 θ'・謬 ・・P〔一ρ}り(3り

κ ド 幹}㌔exp〔 一 】㌔)・κレ冒罪9】 ㌃exp(一9}》}一 …・(爭2)

7

.

.

鹽

一

ー

瞥

JI・=響1睾 ・xP〔7}㌻).;J・=峯 ρ2恥P(一 ρ 】㌃)・ ・・… …(33)

にて示.され.)lr及 び2は 次式 にて表 され ろ.

1㌔=〔,バゐ2〆32π21)ρR7りa『.(謎)

9==1-D〔(え 二!f}}十{λiyB}十(λ芝ノ〔乃〕(35)

茲icA,B,eは 分 子 のthee・b(za=r-iNを 含 ω.1黼 償 性能 購Dは 對棚 汗1ゆ 軸蹴 て

の雌 騨 λ・・.煽 ・.は原子軍の軸と 脳 との間の角あ鰍 … は原膕 の陶}ポ デ渉
ア ル1こ於 け、硲.(最 小㈲ の臨v(37式`唹 ける.)はMl・if一園 の曙¥ポ テ ンシアルに於 ける谷の

深 さ(力 ロリー).,.arは 下 式 の固有依Cltigenvalue)1で あ る.(34)及 び.(35)式 に 於.けるR,D]
』
ム..BbOはC.G.S單 位 とす る(丑.の 説明は後述).』'

'撃+(
a・+2e…2・)V==。..'(36).・'

=茲 に

.
O一(8がD』 ～ノheltt:)lr(37)

・

とす る.

θ の函數 と して.の 縣 は第八表 の如 くで ある。".

第 蕨 鯲 ・asは1・ ・"・d)nvstxl)LSIIIjL,iLtsは ・・II・・nM)・ よつて 醐 ・卸(・ 甸
.か.ら求あ.られたものである.ア ンダーラインの簡所はFか らR水 準に變化するのに都 合の

良い掲所 を示 し左.も.めであ.る(徇後蓮)・

R及 びrに 就:τめ緯秘31～33式)1ま 次の物理向憶 味を持つてゐ.る・ 分子1勾の換れの邂動
ニ ボ 　 　 ゑ

は毋や ヱネルギ.一:水準に於ては攝動 とな.り,高いエネルギー水準に對 しては廻轉の性質を持つ

た もの戸 ある.此 φ揚合エネノセギ「水準の祕和をとるに當つて,水 準は下記の二つの種類に分

けられ る..'PPち"9v・エネ・レギー水q1⊆である撮動水iv{li-E高 いエネ'レギ.一水iFr"あ る廻鰍 準

..Rと に分け'られる.第 八表に於けるアンダ ーラk.ンの箇所は此のRとVと φ眼界を示した

もめで あ1る.'

th・子傘匏 の廻轄遐動の寄輿を計算するに常つて對稱敵が問題であるが'之 に通常剛慍分子1ご

對す る對稱藪であうt.例 ヘビrcH&0凪(COHは 舜曲 してゐる).tc對してほ.a=1で ある・砲

韓康子團φ封稱ほ吹 の凱 くしで容易に詮1り1する事が出來る・即ち1)1を 原子園の對稱IMと すれ
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第 八 表 種 々 な.る ρ と ノ鹽の値 に對 ナ 祁 π・.の値 ・

θ=0. 1 2 ・.}・
.

・.1.…

一L5詞0 2:8離4.

.
_4 .2805. 一51SOOO

2.0995'

出7 .3688

L351;8..

0.㎜

4.000◎

4.oooo

l6.000

・16 .OPO

36..000

116.ODO

一 〇.4551

3.9170

4.3713.

16,0:聖3

】6:034

{}610U.

}蓄G,OI4

3.5722

5.1727

16.123

16.141

36.057

36.0訂

3.2769

6呪び旦52

16.273

16.納 ゆ

.3霞
.129

'監66129.

2,7469 .

。6
.829[

16.452

16.650

蹠229

36230

7.胴gt.

16.54S

17.097

36三359

36.361

.

7.870匙

16β45:

1766S9..

36刮7

36.523

ρ=7 81・lI・1瑠 『11・1・ ・ 亀

一&9737

0`5175

.一10,607

_0。3894

_19.262_13`9317.

.一L3588-2β822

・17・395117・207. ・

黼i綿
翻1、 鰯

「.

司7.3327-20.776.

一4 .5635-6.S907

6.8〒8715.7詔3

.一2425β
.

一9.3341

生37i2SLO866
....
17.027

1S.417

3667(珪

36.7]5

「

8」!52

17」1.92

19.2册

36.9!7

36.94

7.982s

転381

20.1[II

=;7.157

37.21

7.7174

】7;1.ヨ呂1

211且05

==7.420
..r噛

37.51
尸

16. .81.9

26.oo9

39.31局

4022
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襴
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講

刷

∴
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ρ一1繦12・1%

層

鼻

一271773

-11 .873

IL8臼31

16.2`2

26.9S8

3白.972

.40
.9B
-

一B13塵3

一 且尋.491

L1543

矯 湘94

27..595

40.590

.・・{2.1

一$3.459

-19 .923

-2.5鵠s

13.祕3

27.885

41.600

一45 .673-5雪.9{2一{10.256冖67.606

-25」 昌〔}2-31 ,.瓢5.一37、 念03-43.352

一".5831-10.914.一15.467-20.208

,菖L121.8.瓢 」・■7.5.U671.7脚

27.2sr監26◆062艦24;』37922.325

49「22542.3鰻 層4島ll841.433'

1-fl

lま・a・ の水Ptの みlcgEて ・ 帥ちlnceS")の ゆ,ゆ 偶数 を有 す る ・・ 及zjrb・1覗 て㈱.を.1..'

・ 』 求 め御 に よつて謝 卿 ～來 る 第八表 は之等 の水準のみ を含ん であ る・

t:.碧 し9→1な らば
,」濡己の諸式 は1'itZerに よつ て與 人 られ た もの と同一の結 果 となる・.若'

し9.が 小 であるな ら.ぱ,Cm:wfordの 論 文 に於け る近似式 を月1ふ.る必 要があ り,(28)～(29)

・.'
.式 ほ 直 ちに.適月1出來.な い.、.

べ.」 述 に於 て障 碍 ボテ ンシアルは ,』讎 の式で表 され る も㊧で ある刊;.を暇庫 しズ ゐ.纏 を櫛 三・

して此項 を終.る.'

・r吉 夢/(1・一 。・s・na〕
、.......鹽 、 働

ll・ 課 艶 購 嘶 　畔 於購 卿 は鰍・.(6ン 論 .:議及 び:總括.

熱・纛 鷺灘 轢難韈鍵韈黨　
・・.,.午 肺 分子例へば簡耽 水靴 物(瓜 硫1匕螺 ・.ア2・+eア,メ タ 沸 ♪を除いで1竕 光學的
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測定かちほ,直 接には求.ま.ちない.然 しながら電子廻折法に.よる梅究55」.:によつて.多くの分子・

叫 嘩 が糊Lて.嫡 から洪 力・ら慣性能職 縮 の:盲軅 度を以つて算'鵈 來:る・電子廻折の

研究結果かち:世性能率を知る以外には有機化學から得られる酵造の知識や摺跨原干慣牛痙滴
.の如 ら得碑 碑 繝 纏 からも之を求める・脚 瞭 る・.

廻轉運動の熱力墨的函数には1三ll雌雌:能 率の積 」β0が 必要であるから,{F記 の如く示さ

れる.

1、 刃。↓ 乞一£1=£:、39,

レ ら 一ち4、

但 し 窮=¥.η 畷+毒}嘱=¥尠 ・ン・.等である 茲 に ・副 ま.幡 口の原子の質量両 ・

恥 ・・..は分子の重心力糠 點と.交はる様なカーテシアン座標系量ζ於ける其等の座標である。

熱 力學釣函皺 を母算す るに嘗って.,蔚し分 壬が内部廻轉を起した り或は捩れのrl由 度を持づ

蛮 観 合鴫 塑 鱒 蝉 碍するボテ・シア'レ障戦 博 力の 形で蝙 ・腰 がある・現今

迄の虐雌㊧障壁を計算する理論的方法が無いめである.然 しながら此り方面1辷對する研究ば,

各國に於て盛 ルに.行はれつ1、.才♪り.近い將來に於て滿足准る發展を逾げるものと思はれる..現

在行劇tつ.喃 る内部廻轍 ζ於ける障碍ボテンシアルの決定は.第 九 表

家φ妨 くする,ボ テシシアルの障壁は適常な最小値(谷)の 數 を ボテンシアルF瞳o高 さ

持つた簡 單な除弦型であると假定し ボテンシアルの谷の敢は

分子騨 聨 か ら'陥 か.ら澗 題にするのは醗 の高 さのみであ

ると考へで1第 三法則土シトロビ.一或は瓦斯の比熱の灘定値 と

莪計力學的に.ll図tた 共等 ξめ恥 同一濫度について求める事

にヰ づ℃之が定められてゐる.・然しながら或 る場合.(例へば メ

チルアルゴー'り に1ま分光黝 勺研窺 によつて此の陣壁の高 さが

求.めら.れぬで.も.ないと考へ られ る.第 九表は此の内部廻轉に於

け..る・ドチ ン.シアル障艶の高 さに就て二,三 の綱.を示した.も.ので

φる・"

振動周波數

物 質
一 一7

エ タ ン 、

フ「 ロ パ ン

プ ロ ビ レ.ン

;トオ ペ ン ク ン

メ チ ル ア ～レ コ.一 ル

メ テ ル ア.ミ ン

障鵯め

!高 き

.ヂメチ ル ア セチ レ ン

ア セ ト ン

`励 厂窩 .
27δo .

卜3跚0

肉2100

～4200

一 塒
.～)

ん3000

く500.

一1000 :

熱力學的函數の計算に常つて振動周渡數を求める事は一番難しい問題である.

解 購動数`妹 外吸牧スベ外 ル及びラマンスペ舛 ルに現はれる・通常 共等の スペクトル

ほ凡てり塞準振動数塗ポ與し潅い婁合が多い.邸 ち スペクトル中に基準振動でな.い録勲數ぷ

含.熱 て.ゐ.る壁 や二繊 は三:眞に颶 してゐ.硼 合がある・(例へば二酸帳 素の軸 繭

は土煎縮退を起してゐるゆ ラマ.ンに於ては偏光を測定する累が出來るから構造決疋上1廼利が

あ り・分:ゆ 辮 騨 のイ漁 を認定する署拝が出來る赤外吸牧の測定廟 昏ては分子の廻贓 鰍 を

知姉 酬 聯 が 鄰 気噸 ト'レ徽 観測するのには蒲 瞰 能の良畷 置が嬢 である・.

.最近種 々の炭化水素め1匡水素置換盟がつ くられてゐるが,重 水素め讌細)堆 加に.よつて.スペ ク.

ト.～レ線が煽倚す:る.吃斯 る事實.を利用 して 不可能であった.久ペ クトル線め解釋 も可能となる擾

、.合・砂 く:趣 神 騨 分子ρズベクトル線の聯 輝 卿 あ・・'・ 、
.訳i司樋 の簡1艶 理給r'に よつて冷 予の黝 を數學的に解棚 るヨ畢力rl糠る翻 湘 ぴ

ぺ.クト.)Fに現は晒な堕振動があ.る揚合には有效である 録動數を測定によらナに.茎める方漁

は譏 づ介納 結鎧のメ.宕ルギー常贓 ぽ力の黴 を知る必要がある・即ち.多くあ淡化水潮 ・.
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子に共通するエネルギ ー因于 を決定する事であ.り.,方法は古典的ではあるが賓際問題に賞つて

必黙 一つの雄 である・次に腰 鮒{轍 珊 の對概 利川する適1`5='である・之は此の贓
.'.
.を 獨立した拙分として取扱ふ事が出寒る・尚最近は 簡單な型から出來てゐる分子の 工享ルギ
.一因子を共め分子か ち出來丿つ てゐる大きな 分子のエネ'・ギー閃rの 一部に常篏める事酬

、.來 る隅と瞬ふ試みがあるが,稍 々數學的困難が診る事ほ否定!1亀來なV・.

力の常數(Ibrceeo耐ant}を 遶揮するに常つでは單に形式的に虞理する事は不都合である.'

越々振動数 よりも小 さい.力の常數を川ひる塩があ り,共の.力の當數 を適欝なパ ラ.メ尸クー.とし

∴.て 轍 ふ事酬 來る・期 繊 触 事實と糯 娘 く一致レ又實測1・瀰 圃 數観 附 の
に彳窒立つ匝利がある. .力の需瀲 の決定には 上記の」ゆk素 置換罎の振動數 を使用す るヨ霊も必要

である.、'

嫡 堺 ト劬 曙 徼鰍 定さ似 魴 ぱ・rつ畍 「劬 の繖 馳 の相隊 班'に遡 する
事がli徠 る.例 へば メ.チル基に於けるC-H結.合 の伸張及び屈曲に對する 丿丿の営數が判つて

;● ・

ゐれぽ之を他の メチル基のある分子に應用する事が}1徠 ろ,力 の常數の系統的な研究は 非常

に軍要で.あ.り,現在に於て も漸る研究は薺 々行はれて普遍化され つ.Lあ る.近.き 將來に於て熱

丿蹕 的函激の計算には斯 る力の常数を以つて可な りの軍確さで瓱理出來 る様になるであらう.

..最後に此の項を終るに當つて 熱力學的函數め計算に就ての代表的文獻を 第十表に掲げて募

考に繰 したいと思ふ.
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第+衷 熱力學的函.數の計算に就いて.φ現今遑の代表的女献

■

二.原 子 分 子

ナ,

罫

6

㌦

.
、
.
卩
層㌔
轟

f

r
・
馬
蛋

.

.ノ

陰
轟

一'气:.

一
聖 氣

βr2

G

の
.
D

.恥

α

D

.
D

■

E.Ju5ヒi竃''''".1殪3・ ∫ノ瀞29隻302( .19雰7).

E・Jus山 禦 ゆ ・加 隅,耀,ガ"伽 脾,8'〃 吻 〃 〃〃〆.〃産∫面"ρ 腫`ゐ 〃'世rな7

σ・正餓 」。Springer,1箆 【hn(19=粥},

G・
.ム1・h匠讐rPhy;ノ;〔 」協〃〃・!,4罰・5・5.{鷺}7(匹93了).

G・Schoul尋 μ 距礁`諾 げ'砌託 緲 へ&彑2】 、396(塒5}

W・G・Brown;∫1ゴ 〃 ・0毎 〃・茄A54。 甥94(且932》 .

A・R・G… 【・・ 及.C・1聖 …h・ ・3.ノ}0々 〃,劭 弊1,・{19211933}.

II・M・Spen㏄r及 丿・L・Juslice塁 メ.!物.C加 〃7.・訪A56.23U(19鋤.

置【・CJワney及Lピ
.」7.`3祀 「∬ 匿∫zノ 仭一・0勧 〃震・距 ρ」57雪3岔 屋く19跼>

A・R・.G・rd・n3ノ:ご"'"'・P吃1・ 」・5』50(且93ひ

K・CI固u雪 及EP露rULD!ome8Z・ ノ晦 ∫泌 ・α 氤〃3・ノ～39.25S(193尋).

.

臥.」 ・・ti・ 融 歌 廨"伽 ・・.君〃'勧 亀 伽 》 左"〃4ρ 郎 呻 伽.卿 呻 ぬ ・

66悶 じ・J甲SI町iπ596r,1!:0rll晩..(】938).

G・M・Murphy=zo馳'"・ 君り'∴51〔 塒( .193η ・.

.■Lc
覧Urey及1の 」含G¢iσ …ノLJjjt!'(流Lte〃'.Sb`657、.3珍 亅.(亅9:),Jr)ら

IU・1-J・h・ 幽 血 表 瓦A・L・ng・ ∫ 砂 〃.理 即.2,…mo(11嚇
　ド

G・M・ 》li,rphyl!一Che'〃 ・.P伽 ・5 ..{B7(1937)・

G.M.Murphy:ノ 」 〔he'n;Pltys.9,637(1937)・

II.C.Urey及D.Rittenberg;ノlCiPnt,Ph7s; .1-i137(19醗}。

L

.■ 凾'

,,

.㍗

瀬 ・
,、

A.

.」

o

,
、

.

τ

「

島
.
.

「
一

;

モ

.
臥

こ

・

け

P

`
.

残1.

,,

ご孟ジ

蘭
"
蓋

..

『

轟

.冖



「

.
」
騨
∵
、

.98己

P7

.・
,
雨
畠

'恥
..

詮㍉
`ド.

駐.
藤
、

..

.

"
臨

「 「

黜

1

ぎ・,二 ・.

鬱∵　　
Lξ...

1

ピ
弘
撃
駈

も

緊
、搬
レ

.
9

、

℃

'ゐ

鹽

'噛

墜 、
.

,

'

.
ゐ

隅

.配

贋

」○

1

亀

'136

,

「

'

,..

、 、 ▽

・

o

DI

C12

CO

Fg

H2

1τBr

:旺q

・

IID

,

幽L圏.、 幽r一.一 虞 、

「

・「
.・ 剛..,・.理 化 学 お鬱i。V'15ts'、

ρL' ・.●
6唱

・」

」 幽
■

り

川ak・ 測 ヒ水 素 の熱 力駅 其 一 〉 く紹 介) ,'「V・LXVミ'
・.

..・.r・.巳 覧

G・ 春1▼ 、IurP量iS量.丿 吃 σ西ご勿.Ph■s.5,G37(193t),・

1.【・:C・0肥y及D・Ri颱nl胼 郎 ノlChe〃 ・phrs.1,137(19B3)・　コ ロ
G.ハfL1!url,1iy=

.ノ ニ.Che〃'・P4丿JS.5.fi:17(1D・37)甲'.鹽
・

、鷲 ..F・Gbuq嘩 及T・M6PfiW■:el;ノ:・!伽 ・Chem・ 翫6111970(19錚 》

G・Sehouls3
.丿5'fttl」sti」'1`年dL胃 ン.丿re(9..2.1.ご 罷}6(;935).,

E・.Jps齔i;Spa'iifscht'爾 伽, .左曜 加 碑,!ウ 卿 飽.〃〃〆 酬 卿 ぬ 加 〃ltcliniic2ter・ 二.

Gase.J.Springer,BerIih(1938}」 』『

}t・ 「ilraulz及H.Ad■er.乙Z・ ノ"h■sゴk」89;】,15(19P4)」 .

、V・F,(=iaロgue及1{齢Over5量r偲!;!.蜘'巳Che"t噛 」販.54P1731(1932》...

1Lqu【eア 及LJ・(:reiff;'■."叨..α レ♂〃.Sec..57.321(1gx5〕.

F・A・F・S・hmirlt・1'・r・cA・ α 伽 瑠 伽 訓 ・R .8・90(,9η)・
.・1∵'tl

(;・M」Mu・phy=ノ:Chem.PIV,s.5.637(19:}7},膕
..

E.J・ ・聖i・Sku7・ ・heM',nne,nittlnllde,E,diofattndPin・ 鶉 倣'幡 海 ・lt
,ロロ

.Case■ 」,Springcr,llerlin .〔1鼎綿 ト 、,'r.皇

J.O.C]ayton及W.F,Giauqite;ノ:・!伽.《 識 ・鵬.sae.54,2610(1932).

」・0.Cla)'ton及 、、㌧F,q董a囗q鵬=!-Znl・ 伽 加 ・Scr.55.灘11(19蹲>

LS・Ktsselt .ノlCht〃 ・.PIV・S.1.576(193;雪}・ ロ
1【,工.Jolinston及C.O;bavis;■.A〃,α 励 。St,`.56,e7t尸(1934》.

lLltSpenccr燕 」.L .Jus曜i㏄;ノA〃.Ckem・ 距.56量231且(1934),

1LC・ ・.Prey及1-J.(:reiif;ノL!tm..;.CltC〃'.Sat.57,121〔1 .9k:■).

(.㍉S・.Gamer及D.M・ITItSt;ノ!!4m,`な 〃ぺ ・9Pt.59.273$〔1937)・ ・

G.M.M"rphy及 」..ILVnnce=丿 陀Cke〃.■Pbγs.71SO6(1939).

E・ 」【1』竃.1:歌4∫ 礁 桝 物'ず ・E'"加 錘 ・乃2'嶼 ・勿 『 伽 ρ31躪b〃"chnischke

qnse.∫.Spririgee,Berlin(1938).・

互・㌔A・F.Schmid宦 ド'痂`ゐ 。f雷瀚 々!}t9・'tti"t'ri'.β8,90(1937》

G・ ・11`iXfiirphア.晝.■・`hetti・ .1物 島5・6彫(!93ひ
の

11・B≒ 【隹正10rごZ・i,h)・su'n・59・5Sl
.(19f-N)・

D・M・m・ ・is{}i}・P・ ・t・砌'・Sff・ .(伽 伽)ノ1■5・4〔k3(1927》

'W
,.F. .C・i皿uqu.6:■.'1〃'.`「114〃 」.5紘52,・4816(19RO)・

A・R・G・"1・ ・ 濠C・1ta・n… ■・Ph]・ ・Cke肌S6・1143(1932)・
.

C.0.Pavig.及lLLJoh邸Ion=J一.H〃.(】dfm・Sae・ 硲,1045(1脇4}

II.M.tlrencer.及.」.1・ ・Justice:ノ:!望 〃'・C加 〃・Sae・56,..2;粗(19t:4P'

G.良1.、f皿rphy= .丿ECbe〃t・Phxs,5.637(ig37)・ ㌧

lq ..!直.MurPhy.{ノ 」CAent.」 【物 嬢.5,637.(】9濫 「》

奪」 ・・1董・・.SA・ ψ 漁ls'・v・btt・iEnth・ ・1fa・..君〃'鳴 喫・'4ρ 脚 解 卿 爾 〃練'

Cpm・ 」J,SPtInger,1terlin・(193s),

NV,F;GJtauqee及R.Overs{ree竃=■.A〃'.伽v.&κ.5491731(1932},

NV・F .i(.;Lauqqq,/kR・Wi・1μ ∫ 砺..C/・tm・S・t・50・101(1ges)・

IT・lv!. .Sitnedt:及.」 ・LJbStibe;ノ:・4・h.Ckem・St・ ・56L2311(10・34)・

臆 ・¢.Urc)'4二L.」 ・Greiff;!イ 鳳Chtm・Soe・..57・ra21(1935>

E・Jus重i.亀.
、'励 頭`加"侮 解 ・砺'ゐ ψ4㌧ 君 〃'嶼.ψ'ゴ ρ耐 ρ訂励 〃.teeAitis`her

'C
egTi∫.Spri士 ∫露6r輝…聖edi勵.(1938)7

G・MIMntpti)'.事.ノ;Chpm・ 物 ・
.5・ 〔β7.(㈹7)・

'
'

・ 一 .

儚

,

,醒 噛1=.

}一

し

,.

・ ・

1

噂.1.鹽..

・勺

・」

`一

.、

ゾ.、

∫盛 翻

辱

,

.ρ

.

O

F

1

言

・、8

タP

「



斷 ピ」馬ザ'ぺ
、 暁 『'c
、 一

匠.4

曜...

;㌣..

暖,

ミヂ

No,4一

'」

.7..8.

よ.

「.

..8

」L

塾

噛

.
ら

,

噛

.
・

の

一ρ

」

脚

コ

コ

」,一
.幽き

ボ
》
鵜
豊

蜘
暫

民
』

:勢。

、

{㍗'・.1『

み

.

,'亀
・
ロ ココイ
ギ

.塑...1..・,

撚:

1【F

IIl

21

鹽

・ICl

Li∩

K。

Na、

・

N2

NO

2
.0

'.

1

、

●

1

興. '。 ・
..9凵

物 理 化 学 の 進 歩Vol.15nNo.4(1941

●

川北・.炭化水素め.熱ヵ罷〔其曽〉.響(糊介),137

「 噛

1L..粟3rUτey.及L.J三IGrei「 ド:…ノ;.〆f加..ご 完》,〃;5ヒκ.57、321〔1935}.

1匡・1鼻Jbhstop.及.1享.Agエ ピo㎏;ぎ ノ=.9ξf〃 置・1～侮3'5●2・・3139(1934)・
.G
.M.M邯p1Ψ 及 ∫ドE.V訌rlb6.3.メ..伽'.ノ 呶 島7,806(1939).鹽

誓}・襲τ・!L虹"Φhy之 ノ;C壕'〃'r.ノ 擁ソ乱5夛637(1937)・,

G,ALM腿rphy3丿 匚6鴇 ど〃5.」晦3,4,344(1936}. .・

W.F.Gi諏 腫que及R,W…ebe呂 .ノ1.4艀.C捻 川.5砿51,1441(1`,29》

G.M.M町piLyニ ノ;6か 〃'.ハ 妙 ム5,.63了(:甥 賓),'

G・!」1・LIロ7phγ;ノ;6ゐ ク〃あ ノ弓り5翫.49.344(1936}・ ・

G・Schoul53ノ 嫋 ・5々=6κ と7くLρセひ「・慨9㌦2匙9396(19=}5}・

G.E.Gib臨,n茂w.He董 窪i6f…Zr毋 蝉.49.465〔1923).

W・Rqaur曝e2∫ 一イ'〃・傭22マ 甜 ら55・.507(19鋤 ・

Jrムlonlorr』 及 ■瓦LI.Yo歪 躍=ノ;♂ ∫〃乱C踊 写叨,5h【754,2247(1932}・

A.R.G`Dr面n:ノ1.6悔 屑・鉤'∫ ・4,100(1936}・

A・R・G・rd。n昌 ノ.嚥 〃r・駒 ・5・.4,..100(1936)・

んR・Gordoo3ノ=撒 肱 飭 璽.4,..100(1936).

W.F.Gl甜que及 ∫.O・C恥19串 ノ:!望 毋.C凄 解・5〃`・55,4875(19鋤 ・

里.LLJohn就on及CO.D紳is』=ノ;～f丿 π.α レ毋.5b`.56.271(19:見).

・.乱S匿 … 得LJ,贈 ∫ 肋.伽.踊 ・,瓢(飆L

口.C.Urey及L,」.Gr6i「f乙 ノ1託f'店.硫 〃あ5bζ,57,321(1935).

F・A・F・Sd・midロ 極 ・"・(》 廨 璽 ・"跏 釦 沼8・.90(1黝 ・

G,M-MuΦbシ;ノ16知 〃3・勲 ,か∫・5,6$7(193η ・

EJu5lh歌 ψ`加'侮'凋 ら ル4加 〃 た,β 祕 吻 シ 〃〃ぱ ρ 加 σ3認 翻 〃`ん'三∫`〃ご厂

0侭 岬・.J.Sprin窪 ●r,1ラer賍FL.(19零S)・

M,Trau【7及H。Adler=Z.恥 」漁..6g.1」5(1934).

IL.Z鐔 悦3Z..ノ 號 〃2ワo襲 毎.42.785〔19t}6).

F.A.F.Schmi【lt=抽 月力廴6ご6融 駐1隔82〃 あ蹴ρてひ.1弔.90(1937》

E・Ju5ヒi言 挿 な 」伽 μ?君"ψ ら 五 雇 嶼 κ'"ρ 加 祕@`"`加 汝 愈r

6π5∴ ∫・5pringcr,Ber1苣n(星93ε りe 、

H.LJohn5愈on及w.F.Gia照ue;∫ .浸 砿 α レ〃'。5抛.5L3194(1929).

1【・LJ"h贓 Ωn及A..T.Cト 叩ma叫!!ぞ 〃8.α レ〃置..～楓55,153(1933).

E.E.Wi!m¢rニ ノ 瀚 ・(潅 加・.∫魔.53・2蜘(笠934》 鹽,

W、F.Giauque及 ∫.0.CI呼ton3∫ 加.α 睡加.5加.55.4875(1933〕.

F.A暫F.翫hmi`1t二 砺 励 ■α ∂融;廨 痴蜘7加,90(1937)・

G.M.Murphヲ3ノ;伽8.鈎 ぽ..凱63了(1嬲7ヌ

E・ 」鵬ti3身 「髄 砒'爾 傭 ・動 幽 砂 β 雇 瞬 π〃〆 ρ 加 癩 瀚 を`ん 腑`加 厂

σ郡ム 」.SFrlng倉r,B甲f恥.α93ヨ)Ψ ・

M,Tmu巳 乙 及H.AdlOセ32」 ξ漸 ゆ疏.8g騨1,15α9341.

可【・L・ 」`珀L卩s瑠o囗及 】㌧肛。}ζ9、V61kcrこ.ノ と♂4〃8.C准 ご〃」わjb晶55・172(193$)7

1.lil"J6h噂toh及N4く.;W41ド6婿 ノ:!」 〃86α ビ〃.5b4.55.1欄(1933).

IL.M.Sp◎"cer及J♂ τ,」」し虧tl60:.3丿=.》∫〃'6.6伽 〃..5b'φ56。2311(工934)。.

.R・.Lcwi・ 及 ・G・ 亨q弓
.耳1唾 ∫ 拠.0螂 諏 ・.55・:511(19詔)・.

B.Lewi8及GLVoり:E且 ね〇二=!4〃4: .σセ 礎,∫ 泌・.57・.1399(1935)・

1.L亡.∫ ■,1msヒon及M`;ik,WaLk6r竃 ∫.ガ 厩.(伽 〃3.5ぴ ζ.57蜜682(1935レ 「

'

.」

燭 二

..

「 P◆70,

-
、

..

h

.閣

1噛

驢」.

1

ピ

●

囓 」 「

'
.躍

、∵
高
潤

盤

.κ

・

員

.髄

,.己:o

、.襯
ξ「1:1="適

漣

勘 』.
・-・.・',.Q.』

Ω

=藍 齟

・げ

」

羹

男

..薦
,;..馬

'.1.誤

...満
.

P`「i亅

∵:.噛糊1雪『日

・卜 .
、



"

}
響

」

騨撃

岬.

11

・

輩,鐸
.

(「

.

謬同
∵
.勵
.

・ ・.;.-'」 藹. L●'畠 ・,.・ 一冒'
rρ

囓 凸:.r'鹽 層

コ

ロ 　 　 ピ 　層物 理 化 学 の進 歩.Vb.1 ..
..'

1二'.幽 ・『噸 瀦 田

15n'N64(1941)ゐ ∂'

.1
i

:. ....

Ii'ジ

酔・1』
,～医.'

5「...

田
.

L.

」

∵..'

.3

し

.
!認

o}{.

.,
幽

ユ

P

S

齢.

SO

川北「..炭化水畢の熱力學(共 一)(紹 介.).
「 . .VoLXV

1.L..く二.Ur≒y..疎1肉.∫ ・Glei「 「二■1」.♂d「〃♂・.・侮 〃'r..5〃ζr.57132工(三9$母)・

E.Jピ 且5童h・寧 ・功`勧 桝 ゴ7摺ぐ,左 〃帥 島.E舶 孵'"〃 ・o加 醐 勘'君:.蹴 ん爵 ぬ 厂

(～融ぐ・」・5…pringF「2β ごrlh≧(19認)・

耳 ・LJo匸m5tob.及.DJτ ・.Daws【 じ【L三ノ;♂4加6.cる 僻.5拡55,2744(柑33).

耳,揖..GodneΨ 及.A.笋verd8in=ノ;君 匂軌 伽 」.(σ15L5三.4'.》 ε,...9(睦..(崢3占)・.

A・V・A・db・ … ∫6厩.乃2些(ρ ∴ 曳 畠 刃・).14」 綿 呂
.(1937レ

LN乙G・dncv・.鈎 鷹 盈 、駈吻"〃'励.7,・ 霊42(fg35》

cw・.Mりn置g叩1ery及Ls・Ka556h.ノ:6伽 〃ら 鈎 亀2}虹7α934)・

P・..α.Cro開 二._〆.〔汲ど脚 ・ノ嶺罕鰯」志・168(1935)・

gW.Mo叫 酔 嘩ery及 耳・.S.Ka説hノ=.α ～砿 ノ妬、翼廣3・417(1匙}:斑)・

.'

卩

「

r

卩

,

●
P

・
一

』

曽

幽
.

護

B
」

辱
■

層F

眠

島

、

い

㌔
7」

・L

尋.
唖、

他 の 無 機 物 質

馳

A5C』

A」F3

B竇N311【i

CB騒

Cq導

cr{. .

CF恥CL,.'

CNみ

Qζ1玉 廿」

・CNご1

'qNI
..

CO望..

㍗..

,

.D.T」rL、705壷.=..■ うη`,乃'dt;・ht.!盛【とld.59・'t=8A,3tt3(1938}●

1〕・..M.Yo§t.f.Proc:ノ)'d,、?〃14・nd・5セ2ち;8♂{,333.(193S,.

B。 π.りCナawfl}r4JR..及J.T.EdSnH:丿=Cltctn.Phrvs.7.223(1939)..

b.P.Stevensnn及 ∫.マ.Beach;ノC加 〃'..裼 .メJS.,6,.皀5,1{嬉,.・消1(下9謝).

R.C.Lord♪JR.及 耳.R.Blan仁iLard .1.■.Cliet)」;ア 毎 寧4,707(1936),

D・P・Sに ・・脚 及J・.V・.B・ ・ch・ ノ:Cl・'m・ 伽 、6・L'・i,10S}..341(1938)・

D.M.Yづ5ヒ=■ 勃`.!}tttlt".4祕 」・～4箪4,鶺3(19詔)..'

EJし 匠sti:SiaSt)ischel・Viirttte,Enthn少4・,.一E,,tropie'i〃idDtSsOi'etiou.tech丿 廊`海 厂

0,㍑ 鎚Sp・ihkre・,B・ ・!inl19SS).'

D.M.Yost3Plet..丿)'dia't, ..ノleadLSttl.8M,.躑3(1938},

E・ .Jiist董;・塾 マ碓 自転.'翊'〃teJ驫 〃 ψ た 君 〃喫t〃r{!刀 颪∬悶 強'あ".砿 ゐ呻 晦 广

Case.J.s匪ipgcr,Berl .iii(1938〕...

耳 」・・建i・ ・恥 抑 珈't'・iniU・E"伽 妙,刀 廠 拶 ・'〃d刀i・・…'atio〃 鯒 廠 愈7

GitSe',J.Sl?ring.er)B6rLin(1938}g・

.BJ

畔ti冨 ・『勉 「鈎 画 牌 〃〃ら 君 祕 σ舛 ・E'廠 舜 〃〃〆1)加 謝 房〃..tatゐ〃ischer

Gase。 」.Springer,Ber匠nく193寧).

E.J。'Burcik.及1)。.M。1厂ost;ノ 」Chelth.Ph)ts..7、1114.〈1fS9),

昌
.E・s}i【 ・t/.cinH〃 ・助 ・,7.ll15(1.939)・ ・'

R,A.R血rhrwei縄 及W,F.q証 剛c=ノ.・1〃1,〔 漁'肱Sae.61;.2940.(1939).

DLP.S【evonson;ノ;(ht〃.Ph)・S.7, .1.71(1939)`匿

D,1,,$量evensop;ノ:(羅 广〃.PPJ・S.7,171(1939)6

b・P≦S量evens『P;ノ;em'〃 ・」P参rs.・7,171(1939)曹

1)■PrSleyenfiPP.=ノ.qle・'か 露・Ph.」.・s・7.17!(1.9皐9ン.ト
A」R.:Getdoti及c.Barnes:ノlPhJ's`Cham.56;Il・13(1932}.

Ar琴.G⑪tdρri;ノ;.α ～'々1ノ'lerS・.1,3bs(!9躑). .

.L.S...KnsbeI.`〆tiin覧C伽 μ'.一iSae.569!臼3S`1934〕 斷.

叫 ¢・u・ ・yg.kJ・.c・ ・et「tl..ノ:M〃'・(:励 ・.・s・c・5.7・321〔193t))・ロ
.W
..F..Glau噌 ¢:及C.∫,1.琢;扣3ゾ;C加 〃.■ 「の噸陀:5」45(1937)..

IF・A;F・S6hm≡ 臼重;fi'brseh・ α5泌.ノ)rg."rkrtnv・
..∫逸 ・90(1gst),

Gをh・1,!}1urP眞}「 含ノL(海 〃'」砺 寧〆5, ..637{1937).

E・Jtig亀i..二歌3ク 實ζな ・fV(ittli～,E〃伽 ウを,..亙雇嶼 三'"dヱ)恥 ゐ伽 砌.々 訪 廊 ζ加 声

'

1

r

、、.

亀

'

,

.'、



.

.

、

鹽卩

・
鳥

「

σ

'

.

Fし

一

.̀

,

薦

卩

`

.二`
.・ 馬

,

ロ ロ ロ

i、 ・'.・・.

覧..

rL`
. r・.
'」

'.

.`・
.

"驢.・.

;:董 」 虹 ・・一

き,

影

撃

墓 ・
!ξ ・

遍ぜ、導

巴=
..

・
鱒

.凹

」二

・

睡

3

'

N伍4覧`

■

COC』

Cぐ)S

c馬

脚

cI

.CIO ..

c亘 蒸 無

D;

D2Q

1.H)o

D擘s

.re蒸 無 .

・ 旺:

llCN

H3S

HIDS

.ヒ
.、

`

"

齟L.

戦.匸ピ 」.■「 」'`1藍 丁 一 『.

. .,匚

川北・炭化永乗の熱力學嫉 』)(紹 介}

7..■..喞 一厂「マ..「一予... .

,物 理 化 学 の 進 歩Vol.15nNq...4(194丁
價

丶

1σ 祕
ら」一SI,πi卩攀rp箪orlip .〔1{[⑱)6

D,lp.Slc▼cn黝n及JlY.,恥aoh・ …ノ.ρ ㎏ ・■物ア5・5・25・ 】08;341.(193S)'

」・D・K・ml・ 及W・ 罫・.Gi彑・q….4瀚 ・碑 砂 ・・鉱59・.79ぐ1馴 ・

A・ 肌 紬 ・唾 ・ノ 伽 砂'諾(び1皐 蹠)14・16お8〔 醐 ・

P.C.Cr弊s;ノ=伽 加 ・Pを 露・臥8艶(1臼 跨 》・ ・

Eピ.Jus配h・ 塾 雛`加 ∫陥 耀 ら 万'編 ψ 々穿..乃め ψを7"」4ρ 醇矧 を爵 〃〃 侮 ψ 脚 ζ海 厂

α 濯. .∫,Spr…n絆r,Berlin(19器)..

α.L.1.Brnw血 及G.Gふ1皿m巉 ノ!4〃'.(ナ 加〃,翫r.59,500.(1937}6覧

A・V・A・d・ ・…/倣 〃'・.乃'唄 α&∫ π ・)14・1ξ 鵬(1937》

P・c・c応3∫ 伽"・ 絢 ・・5㍉ 躅`其 駒 ・

EJ固i;争 ψ 眦 ゐど μ弓7〃'鵡 π 〃伽 抛 ・君 〃 吻 亀 刷〃ぱ ノ)廊5ρ物'加'ψ'呶 妙1
¢ρ」∴ ∫,SPr董 ゐ9εr,Bor睦n(19器}6・

W.F.Ghuque及R.Ove【slreel;ノ:4〃'.α 廨.5肱54、1731`1932),

川.cUrcy及L. .∫.6reir「.こ ノ:ノ'κ.σ 加 〃`.哉 κ..57,321(1935>

KK・K・U・ ア… α8.鰍"㎞ ・だ轡 ・伽 吻 漁'・.M33n(1937〕 ・

ll.L.Jolmsbロ 及EA.1ρnぎ 喜 ノ=(泌 〃.勗 膨亀2.3S9(11}}蛙).

H..L.∫011n5巳on及 .E・A鋭 τ',ng;.ノ1α 距〃∴ ∫喚」レ∫.2,710(1934)・b

T.∫ 【me5及A,Sherman;.ノL6加 〃・ ■吻 讐曾.5,375(1{鵬 η ・

F.A.F.Sch置ili【1巳3■ を♪僧`ゐ.6幽 爵 彦虚 乃解 〃た〃κρ.刀8,90(1937)角

臥A・1川 ・9準J・D・K・ 噂 ・∫ オ〃・・G伽 ・矗d8・1脚(1螂)・.

R.Topley及.奪.LEyring:.ノ;(珈 〃ゐ ハb・5.2,217(1934》.

1こ←1LCris豊 及 「茜..A..苴 、ali圏1=Zα'切r毋 事・3.2,..4・12〔19:レ1).

R。 置LCri5霍 及 .G.A.lbali躍 、乙∫C勧 拡 砺 ∫.2.649(1膨 レリ.9・

】辷」.1.q』 ゼ 及`言.A.】)alin= .∫ 伽 〃'.ノ 伽.2.73乃(19割 ン

T.∫`巾 邸 及A.Sherm鼬 顎.=ノ;σ 勧 〃'.恥 ∴ 臥:;75 .(1937ト'

K.K.Kdley=乙 乙5㌔.Z距'A.力1恥 ♂」,鰰.ノ 鈎肌瓢ノ4脚,∬ ・N6.334亘 〔1937〕.

、V覧{へGi轟 匸1que=ノ ニ84'擢.〔茗看【'〃'._～も曜ざ与2、.・1816(Ig30)、

R.M.B碑 【1ge厂 及S.一C.Won;ノ ∴4鷹 二師r肱 ぶ 鳩54,352:;(1餌 齠 レ

、V,M∠ 】[》.Bryao且:乃r記 ノr'懼㌦(翫 躍,挈5,89D(19$3).

A◆RGordl》n=ノ 」(二庖,〃孔;1%丿 ぱら5。30〔 乳937)・.

E.∫usti:歌 啣 加 「`儲翩,,だ'ψ4捗 聖刃 雇 哩 臆 側 イ ■廊o訪 洳 〃 μ罐,'εκb

伽'7 .」.Sl,ringer,BcrLin(19鮒}・

"「.F,Gi"uq眼6及..Rr .A...Rlle随 「～ドeiR=ノ;!」 〃9.硫 〃`.翫.61,黙 恥(1939}.

P,C.Cm聞 乙ノ1硫 〃ム%凱5.169(191埼).

K」.Clu5i鵬 及A,耳r加kla餅 孕贈 ・.偽 〃.縄4,420(19115〕.

qgL1・}1闘rPhy.;ノ 」(=喚,〃も:」F協}・∴5,6窪7(1937).

艮:旧

A,V.Avder鴨 忠ノ:.'Chent.Jh'議.(U.・S.∫LR・)14ゼ1688(1937)?

.K
.ClしlSiug.及.A・.lt一;Fllk;,NaFt.t厂TZ,issel"`Xta]een2弓,6三2...(19:弖6〕 ・.7

コ 　 　 　 ロ

E.Jus電i':.・ 輙 吻 ・:'陥徽,κ 々 加 僻E,tht,Afe.Wtdρ 重㎞ 認励 〃teth'爵`勧 ・8

6認 」.Sp丗 セgger;Be日irゴ(1{39》 ピ'

TJ・ 噂 .及A・Shle・11・i・1.ノ:Chet…..Plys・.5・ 櫛(19・St)・
.
T.Jon斧 及.A。Sherman.=丿:《;ke〃'..Pbys更5,375(:937).

『
珊
濃

趨

繋

禰
,:.

E

lγ

・麺

F

T
「
』隔

丁

.

「

」

■

鹽 幽

「

・.こ1

、詈

`芝
.

唱

、

再. 、

41

箭

.脅.1

噂

、

「

,r,触 『 ・島:・ ・.・㌧r・ ・區 ・ ・ …,・.,..一■.
F..∫ ・'鹽L f・.

亀

1

幽.』....● ■.

,

男
協

..d

・

・

...甜



臨

ロ

副
憂
あ

..鈩
ガ
ぐ
ゼ
&
悪

.し

㌔

.

.
竃
'

.

「

「

」
1

.

」

卩

印

,
p

・

`

幽
ー

「 、

、
'

,

■

1

幽

'

鬟.・ 』

.齟 、.

腰.

ダし.
11
.∵

ぎ.
卜
陰

40

ql4

'.

●

Cl13D,就6.

cH3Br

qlLq

し

ト

qH3NH5

CI.【5011

.qHgBrl .

Ctl.cl。

C}IBr岳.

C縫 α3

C【LO

・ 」CHOOH・

¢3比

,
■

つ

一(:91P
,〔 ㍉D』

らH弔 ㌧

ζ

鴇

ロ吐

、.
凱
幽噛
.

ー

曲耐.{

.

・

隅
凅
.

・
.「
蔭

苧

…㌣
舷
既

.

1鱒 輝1,,
、1・ 吃 ・7'・ ・'1

川北曙.炭化水素の熱力融(其憎)(朝 介)

孥躍縣 溺 卿

VoLXV

噂

有 機 化 合.物'

A・..Fピ・・k疎K・q慍i眠 濫 砺 燃 偽 毋・晦 爭1(1937》

E・.Jusl:3・%哩 禽砲 ∫陥 嬲 ど・君幽 少毳'・∠『泓嶼 副 げ 伽 ρ伽'`蹴 ん肪 ζ勧P

σ郡8r.∫◎Sbr置ng律r,B兮rli囗.〔1938).

F,A・Kg翫15興 匸id貫;伽`み ●翩 腔 乃望ξ'爵館陥 鷁990(1{}37)・
ロ

A6、V匿}」t"ne:"mt▼ ノ『brs£e.訓 〕,555(1937).ゆ
L&琴assel:ノ;Chent.塑 獅 嵐2鴬 〔且936}r』

L..S」Kass{}1tノ 」.A〃`.C/ta〃'.Sec.55.1=道1`193'S).

駅・D・ ソ1,ld.=ノ 」∠d〃t'Cheps・59ae・57,1192(1935)・

T.E・Sleme;Ph .1・s・A'tru・!2.556(聖932)・

A.W.Maue=A〃 謬.Pfi .5祕.5D,555(1937).

、

n・.P・.St・ve・su.1n及 工・v・n・s・lt・ ■.Ckem.Ph"・6・ 蛎 ・16s・341〔1')ss)・.

C.∫ ・Eg譫n及J.D,Kemp.;ノ ∴A〃'.Chem.SOt.60興2097(二938)..・

D.P.Stevenson及},V.Beach=■.Ckem.君 姻.6,25,108,胆1(1938).

E.)usli;5陣 ぬ'醗 η らEnthatPt,EntrePfa醐 〆Dissou'ationた 吻 加 ゐ～厂

c～es∴J.Springer,Berliロ`1933}・　　
R.D.Vnlrl.ニ ノlA〃t.Cl■d〃 星。LSUIc.57,1192{1935).

」層

」・(1・ASI叫C・W・Sillcr及G』 ・M¢ 贈rly;■ ・イ〃・.6海γ〃・Sac・.S9・174:1

(19:;7〕.

It .S・K・isse1;.ノ 」Chem・Ph〕 ・s・4、439(19脇)・

∫.Q.Ilnlfnrd及B.Peeherer:ノ(betlt.Plt.1・s.Gir)71(19:}臼}.

D:P.Stevenson.及 」.Y.Beacli=ノ;.伽'n.P(tys.6,25,108,:t・ 口 〔1{)RB)。

D.6P.Stevo凶m及 ∫.V.Bencl}=ノ 」Chtm.P,り ・s.6.2う,108ぞ341(193S),

E.」 、15U=Sk二tjUckeIVa-rllh㌧t:"雌,君 雌 〃〃d伽 鋤8々 ♂加 政 か 厂

c・rw.」.Sp呶e・tBe・1[・{less).・

Rし τ〕・.V【,ld;ノ:Ani.Che〃 ♂..SOf.57,11.92(1935)。 』.

D・P・Steve「 」s,n及 ∫.Y・Be"ch=ノ;(ン レ〃.ノ 弓ig・s'.β,25,108,.341(19鵠).

D.P.Stevens`}n及 ∫.Y.Boaタh;ノ;(rhem.Ph■t.6,25,108レ341.(193亊 〕.

E・JuSti.,:挿`な'PCi.VLら ノt'ntAatAi,,ガnt)vfan'〃'.∠ 》的 癩 ごb〃ttclVtihrlrer

σ加 ご唖J噛Springer曾B』 ■1in`19錫).・

R.D.Vold:ノ1イ'n・Che〃 ・・9ec・57,11s2(1935)・ 圏

D.P.S¢ ▼enson及 」.V. ,BeEcl!;ノ;Chenl.脚 畠6,25,】08,341(ig3B)・

.D曾.'i.Stρvenson2配 ∫・Y・Be鵠h=丿f'(7hrin・;弓Alvs・6.25, .10B,341(1938)r

E.J曝sti:.s)fiebejU～ 勧tvantk・,E〃 加 脚,君'qrefatt〃dD細s'励 κ忽 憾 痢 厂.

Ghs'・ 」・Sprin解 「,Berli圏 ⊃く1E)3S)・

A・.R・ .Gordoロ 乙 ノ=CbePtJ君e.1・s・6・219{193S}・
.1
,。S.Kissel;ノ 」A〃8.Cke〃t、Sbe.5臥1:め1.(!933)・ ∂.
A..k.Gordon2ノ;`勧.砺 哩.6曾219(1938}.

(LGInc回eτ 及C・E・Aforre11:ノ!Ch(〃'・ 瑕,vs・4,珥(19舗)・'

Kg.S・Pitzer.;.ノ;.Chどm・ ∫「4屮」・5,473て1937}。'

レコ
C.∫6直gan2乏 」.】)疊KemP.;.ノL .Ant.cntm.Sec▼59甲1264`1937)..

L.S.Kgssel…/.ChπLノ'h■s.弓i.435(19聞).二

「
,卩

'

踊

, ,
8..一 一 一 ∠._..._'

馳
'

o

.」
.・「1

●

・

哂

.
」

嘗

、

●

.

幽

7

.盞

㍉

、

レ

.置

.

.

鹽
.

　ロ

,...

㌦.i雷
のぜ

ゴ『,

9

▼

亀

「

.
㌧

「

r

簿
ザ

「

.

艦
甜

響

亀

、

盤
.

齶

.
,

9
,

」i餡■



一口隔.

卜

.

・

7

「

.

.

τ

.

岡
%
蔦

=」1

P・

,

.
■1

.o

幽.

.し 覧
.

.,粋 ら,ρ'

.:.

y
..

;;1。

』∴
纛

1」「..

転 ・.

き
,'

誌・ご

撫[

無

転
舞∫♂コ 　
驍・.
の コ

lt≒1・

轟'駄 .

●.

塾 、・

騒 、ご

翼o」4

,ト

qH6

卩

「

燭1150H

(CII3>診CO

(c「Ia)2NI【

.

ア レ ン

フ..ロ ビ レ ン

シ タ97'・ パ ン

フ巳.可 丿{ン

唱

ル

ル

囀

一

,

ピ

ル

ン
.

回

ア

プ

タ
.

ソ
..

ぞ

ブ

.

・L"驢 「1糠 ワ'
し.暫

一'『

物 理 化 学 の 進 歩Vol:15nNo.4(1941・),
.噛i

卩

川北・炭化永葉の熱力雛(共 ≒)(紹 介)顧

.E
・1隠UeF及'.B←Torp且Eア εノ=.伽 艀・5比19螽5・885・ 一

E・Juら 巴i=鋤 昇鈎 旗.「 侮 峨 ξ,..だ7'!乃ψ 脅・痂 傾 ピ.'〃露ゴz)ム ∫σこ鰤 ～`左`加'諦 加7.

、σ
ロ3∴ ∫.Springeず,Bor量h.(19二}8ン

L.S.K商6h丿 匚..4'躍。(海',`,釦`→: .5与閣1351(19=;3).

1.LA・Smith友 脚 ・E・rv・ ・gh….ノ;徽 加・ 物 …5・341(1934》

.∫・D・KemP及 手(・礎3・ρ1霊zor亀 ノ=∠f〃 ・C勧 加・5比 一.59・276σ937)・

K・S匿P置tzer巴 ノi
.α レ加・翅 ア`・5」473(19写7)・

E.T6Ueτ 」弊B.T【 幽plcy;ノ;偽 〃置6欽 ・1935,SS臥

L・S6Kasse1電 ノ」6痂 丿鵡 物5。49. .276(1936)・

q・B・Ki・ 献 ・鵬ky・ ∫・R・i"・1町 ・F・S庶 ≠ 侮 們・%り で・7・ 籾 く1黝 ・

K.鰤 陀・・a拠 り鵬 伽'..タ40.357(距=熔):・.

EJ膃 量i= .孕 啣 糎 陥 齢 鴫 だ'"ゐ 嶼 ・翻 棚 ヒ 〃〃4ρ 加 ρン励 〃 蹠 ん 爵`例

伽 噂」.Springer,BerIi"{193S)巳

E,B。 、Vi!50n■JR6孟 ∫0む 〃'o侮 乳6,740(19=E).

!LA・5mi鬯1し 及W・E・Vaughanて ノ1傭 餌・鈎 管・59説1(19縄)・

.s.C.Schum講nn.「 及J・qrA」 且匸咀=.ノ 」C帳1〃.梅r`6,{別)(ig=旧).

臥C・,畿h・m・n・ 革J・G・A・t・ ・iノ 伽 毋・砺 ㌫6・ 総 う σ9認 〕・

.J.G.A訊gn,M.1..Ei哩1 .恥g匠.鋼 【.、v.&.Fors量er=ノ ニ'f'〃.(渝 〃..鈎`.6恥1539

`1939}'

J.w』inn電t【 及w41.Avory=..ノG伽 躍.ノ「妙&6,686(星938)・

K.S.Pi電 蹌f:ノ=乙)を こ・〃'.'物 實ぢ.5,473(1937}.

T.M。Powel!及W.F?Gl眦qUOI∫4肱 α レ加.距.61. .黯 買19$9}.

E.」"st量=5鰺 吻衡`加'吻 加 ∴・,!穿'"加 ク鳴 蹴 雌 》 たr`"4Z珈02ρ 痂"!ヒ ・ご加 心識 厂

6h盈r.∫ 陰Sp肖nger,Bc匸1in隔(19き8},。

B.1..c臨wlq⊃rd,Jk.,.G:φ..B, .K楓i睡owskr,w.w,Rice,A6J,wcl15.及E..

B,Wi臆on,」 皐,=∫ ノ紘.α4〃 農・5比.6192981(1939)・

L.S,K臨 認1=ノ!C短 〃'..1晦 塩4、435(崢36)・

G.1LR』tiakowsky,∫..R.Lach鴕.及W.W.1く 鉢nsom/lCル 耀.∫ 殉膠.6,

'900(1938》

J,w・{jnncIh∫`加 ヌ'ハ なpサト.6,692(1938).

K●S。Pitzer=.丿 亡6鴇 ど〃`6～唆1サ・.{1,.473`三937)・

L.S.K㎜13/lCル ・〃3。.以】・上・4,.435(193β)・

L.鼠Ka鱒010/1伽 〃'.伽.4,276(19肪 〕、

隔
謹

.:

旨

.

沼

■

.

.

・鍾

」

脚

.
41■

尹 眺e呻 及q玉Eg江 吋
.tl"'・CiPPt・Sa・ ・.⑤q・1521μ 螂)・ 、

EJu5亀i .乙SM"kchetli・imre,E)雌,左 擢ψeq"tDisso.ptitioneeeそtu〃ic♂ レ厂

σ【爵.∫.Spriogcr,B6r翠n(19;玲)..・

G.B.Kistiakowsky,」 」.R.L穐eltet及W.W.RFhson:ノlChetn.!級 堕 。6g

蜘(1938》
ダ

s・cS・h・1・ ・叩 及J・.G・Asゆ=ノ1(「be〃 ・・.P/i,P・・6・ 輔(193s)・ ・
'K
.sPitzer;■.'.Che〃'.・Ph .vj.5,473(1937).

LS.恥 ・1・.ノ 伽 み 鰡4・ 皇76(圃 ・I

E・ 丿耐iε 鋳 承 勧IVfirr)de・ β燦 ん雌,君 醐 瞬 μ'idDdeseSUfOiikt加 醜 勧 厂馳
6av曹 ∫.Sprioge厂 」.B弓rliF(1938)。

P

d

P.

、.

凋
U傍
鬟

捕
蠹

愚
・二墨

鹽
縄
霽

通

・

"
.

・
叩
診

圏

・
の

「

.

晶

0

1

唱.

「

2

」

5

}

も

♂凄

』「℃`
.の

,・ 二野

㌧通
・.
.暫 メ

1靄.

嗣

ー
」

■

「

畠



F

・

」嫁WT
㌧聖彫

、

■
7

.覗.-

㌦レ
黍

壑

㌔

o

.
,

1

.・

,

窿

●

O

'

=

聖

}
」

顧

■

1

.

,

」

b

曽

'
辱

.1

ρ

曾ρ

←

・チ.

;

`.'

r
ロ ロ 　 　

自,

1ド 鹽
iiV
.・野

丶

亀

イ ソプ タ ン

'

1一 ブ テ ン

2」プ.テ ン

イ ソブ デ ン

ブ タヂ エ ン

ヂ メチ ル
ア.セチ レ ン

ネ浄ペ ン.タン

.(Ci.匸1)望〔.Lc[.lql【 含

.c』1匸6

c6D嘉

〔α 匸3)擘c=c(cIla)ロ
.右 淡 .融.

..ク.レゾ.一ル

ベ ン.聲ンの

メチ ル誘 導膿
噛 環 歌 幾 化永 峩

・

.・・ ∴ . 一r.∵ ∴ 野 努 ・.,.
1

、

川北・.炭化水素の熱力學(其 一)..(紹 介)

.'

化 子 の欝 痴1.15,'㎡ δ,1贋

Vo!.XV

KLS・Pitzer:ノ 」Chem・ ノPh)ts.5,4了3(19:17}・

E個i;.禦 喚 ψ 「伽 嶋 ・ぎ刷 喚 ・.fi一"瞬'〃'〆 恥 ・鹹 吻{t・'・'励 吻

etse.J。Spri闘ger,.iberlin(193a}P一

.L・Si耳qusc]:ノL.64ぐ 〃J・■ち侮尸彫4,276{1.9;」6)・

K.S。Pitzctニ ノ:Chem.ノ 騒弊;5,4f3(19:t7〕.・

LS・K・ ■ssei:■ 一σ⑳ ・Pfi
.L・F・4.触35(10:;G)・ ・

E・Justi;・s2SttFStlh.筋r川 ぢEntAal?th,ノ ニワ"嶼'"tdPbsopin'伽 ・卿 加融 厂

.CaAr・ ∫・SpringeらP㌍rlin(193S)・

K・S・Pi財 ¢h Fノレ〔冫驂〃 ・.ハev"'臥 ・嫺73a9:17}。.

LS.Ka5tgel;ノ1.C動m.Plys.4,435(1936). い ヒ
E・..Juhtii硬 功'加lv・irVt♂,昂 〃身瞬,t'i〃"v2fi・"〃`!.Pissev'a'iolit",・h〃isthtr

Gare.J6.Spri"ger,Berlin`19.3S}白

K・S・P【lz『r=■ ・Cb♂ 肌pn)・;・5,473(1D3了 》・

.しS・Kasse1:ノlCbe〃 ・Ph.rs.4,・ 藍3昌(1b:16)..

E・Justi=SQbeijsehetltUtlltrJE崩 妬 嶋En'π 睡"〃dρ 融o諭'ル'ltecentscber

.GaSt.」 甼;Sprin蓼 ¢r,Berlta.(1939》.

L・SKassal=メChe以LPAJe・4,41協(1936)・

B.1.G・awf・}r・1,J・ 」及 、、「.W.Rlce・ ノLCbUm.'陸r・ ∫・7ドISt(1醐.

D儚"㌦Ob1撹 ⊃rne,(2S.(;nrner及D.M.}'σtst:ノ 」Che〃3.P海 膨r.7,131(19覯 り.

1・Gr.A・sl〔 レn及C・;LlIFss自rly=ノ ー/f"t・Chtm・St'c・58・2354(!f'itI;)・

K凾S・P艮 記セ≒ノL'Chem.Pttt,t.臥473(10:17).

L-S・ 、Kn・ssel=_ノ ニ.【「kem.Ph)・=4.276(19:16),

.EJ
us巳i:51k'ptだschど 丿PtirtJltr,左 〃伽 ゆ 鵡lt"ぱ'ψ をtt'〃 偽 備曜 伽t.,th〃"e/tt・i

.0伽 」 。Spr言ng町,Berl:n(lf.g8).

匡・・S・K訊 細1=ノ ・:.Cbe〃」・ ∫巴をり丁・4●435(lt):t6)・

.E・JuztltSjuljfSthtM・irltU,■{'nthtztPtt,君'"嶼r"tdρ ∫㎞ 加'加 〃`ん'加 齢

(inSt・ 」・Springer,Berlio(lfP8)・ . .ド ロ
R。C.1,【 》r【1.∫藍.及D.1【.Aロdrew5=. .ノニ ハ勾熾 己准♂〃'..4籃.149(1937}.

LS.}くassel:ノ 」C准 ♂m.Ph .i・s.4,27C,(191r6).

R,C..L6r`1..Jk・ 及.D.■{・Ahl】re"s=.ノZiVtrstChe〃'.4■,1・ 齧9(1937}『

L.S巳Knssel=ノL.Chent.Ple'」,弓.276(19:S6}・

L・5.K矚el=/.q農 〃'・Ph .1・s.4.435(19:tG)・

1),N..Andreevskii
.=0嘔CkeVt・ 〃鳳(肌 ㌢8兄)3,・ca{(19R7ド

P,N・A .ゆ 留 駄li30,y・ 俵 泳・htd..(U・ ・～=s白凡}i,5菖4(19:17},.

匸曲SrK`LssE正.;ノ=eth・ 艀rnh_;・S・45276(1936).

lt'.L・1匸1199im2ノ 」.(hei躍.ノ 勾 ぜ.8.玉S1(1910}.

第十表は昭和15.年 迄に於ける熱 力擧的函敗の代表的な研究の文獻で.昭 和U年 迄の研究に
　 ロ 　ゐ

就 で1ま.K躑 開1と.Zeiscの 論 文.よ りWtilJL,他 はWIIsonの 蒐 集 に よ1るものであ る.・の
.(昭 和 十 六年 六fj三 十三H物 理 化 學 研究 室 に て)'齟丶

覧 。

■

劉 コ

■.

「

魅

'

,.卩

亀
陶

1∵
.

'.
..L

●.,」
.●

　

、 ド

,

■

●

鹽

『墜
暫

_,'.

r嚠 」._一 ・ 齟

5

「

.モ
㌦
'■ .

■,
.

.塾

・.=..

,

」

,

、灘

疑
嬉

、 .…二粛罰



ヲ

」
宀

「

ト

ハ

　
　

.

.

,
畩

」

『暇

'齟

「

」 嚠

.」.・.萼 ・・ 響

.9

●
.

凸.調
乞
幽

P

.d

急
愁

冒

`

.
'
『
.F

「 、:.

も≒{.・

畫..

呂野・'

甲

ひ

.

　

奮

解
熱

「

.壁

噛

齟

,

'

■
㌔
静

「

%
臨

ヒ

■
凸

';'

,

」

響

、

N氏4

『議
'・}.〒r,

、

●

.、.一

川北r「崇化水素の難り學(」し尸)(紹 介》

」 ρo

本文申.の引鬧女猷
,

1).G.、SLPπrk噐 及.Hふ1・Huσm聞,療fκ 〃げな7を5

ヅ5珍 伽.(塑 〃曜 伽 押 鎚〃礁 ・〔1葛e皿ic置lCa回o琴

G,.,醤 ¢wY⊂ レrk(1932,..

2}kD.Rl蛤 』in…,〃'孟Z「'姫`シ}!〃 箏・,29・14摯(1♀37)・

3)CζL.Tho㎜r,6・E窪 】`)仟及 」・C・M【Dr虍 】1・.ノ)"!・

ノリ'{ξ」.伽 π・,29,.1盆`io(1937冫 ・

4)・ 訂 ・i冨.EidimIr及 」,.q・ 典訓on・ ノ;6箆 即π・ノ「妙5」・

51
.;}言§ て1935}・

5}1LS.}【 蹴1,ノ=`〃8ぞ ゐP乃 り贋吻4.276.4二3ろ(193rト}.'
6)1～sl.Pi1啅r, .A鈎 〃.絢L,5,46騨,473,;752.

(191号7).・

ηF,D.Riし5』i既i,0捻 〃'・丿臓7・,27、4`1940》 ・

8,葦{・ 【,・Curtl㍉R・W・Cu回i5及CLC出chピk=;d,

ノL」 硫聖w角 謁 ・配㎡∴ 挽 〃・ ∫㎞'4励 ・.22.485

(19i}9》

9)H・L・Curli5,C・.hl【 ●on及C.M。Sp血rk5,ノ 」

五庸 醒 ゐ 漏2'∴'.β'〃 、 ・～r}7'〃勧 廊 罕1・375(19蹕8)・

.10)1耳
.LCud書s,C.訂o{,n及C.M.Spalk5,ノ;

仔衲 ゑ 痴 雇 畠乳,29,313(1939)・

11}F.WcnneT,J.L.Thl}m瀞,】 。L【 ユ》ol¢r汲i∴

k.k6餌cr,ノ;1茜 廊〃.♂ぜf酬♂L5冗 .29,3】:L(1巴 レ謡9).

12)L.1Iarl愚hom及N・RA5重b巳lry,7知 〃∫・左`り・・

・勤.(.託 〃酌 の .A.翆6,423(19臨7)・

恥 彫Vi耳 ・m・e・… 照 助 焼 鳳 儡 爾 惣 〃尸

ψ ギ.24」7=監(1醐;残 ・'乳 丿吻.舐(z・'吻},

A含56,1==ヨ(19,1`箪).

.14)P唖Vi座 ⊃n祀u罰曾 漏'蹴%厂5,♂'1々..α 漁 醗`'五lr「 山・

;印 だな ∫..2弔..277(11,;鄭).

.1与》 ρ
・h「・ 【£wi5及 真LR衄1dユ 】1,7箔 ど幻リ70吻〃α〃～諮.

僻4'勧 ノ伽 躍 〃㎎ ア εゾo転 〃δ`祕5励5如 曜 タ・

h管cGraw-Ilm.13α}k(}}mpaoy,1ロc.,Mcし ゾ

Yb寧(1923)・

11㍉)F.Rj塁ich【)wsky及F.D..Ro5shi,7%8'盟 σ・

.r勧r擢 ワ ヴ'撫 α ♂〃 な祕 翻 δr'¢πρP∫卿Reinho14

P、b1届hi娠9。,剛i。 。,N。'丶 ・。,k(鷓).

1ガP.II.Dew。 ア 及P.R.Haτ 【肥r,∫ 五㎏ 〃・丁ゐ

.Mガ 」β励A5～'〃'函7'ガr21,457(11〕 嬲}?

潤)』1もS.∫cs槲P,ノ:κ6甜 ππ漁 茄 蹴 み'佑5持r〃`面 πム

.21r47ξ1(1933)・

..工曾}:.F.D」Ro55ini・ 及R・.S・ ∫essup,ノ;丿 距脚 π濠 ノ睦7ガ

伽 ぬ 瀚 呻2;1・.491(19ゆ

【鋤 」・D・R㎝ 砿 ノ1取 昭4菊 冶'.β航 品題緬'ψ

9

物理。学。進歩,。1.15,N。.41幣

22,407(1939).

143

一

21)、F・D・Rossin… 實刀〃A5』 勿σ漁 πた ノ;肋 罐π准6f

.37.(1931)p7,329〔1931).電

22}

23〕

鋤

鳥

F・1丈R6隔hi, .β 〃匹 ♀ 覦 滋」'凶 ノ」…燕 禦σ瞬121

71監5.(19;翼)・

F.D.Ro団in「,ノ1し 諏4π 潅 ハ厚以 茄'厂,・趣r叨 幽 η古 ,

!5,.騎7(193δ 》.
,

」・W・Kmwl巳bn及F・D・.Rα 蛸ini,ノ!療#4!ψ .

漏,ノ ∴ β〃冗 翫'丿'ぬ 納22,.415(1939)。

25)W・.A・Ro巳h及IIP`しhU`e,Z.オ'胛.【 諸【'〃も

49,618(19窮6},

盟;)R・s・J・ 剄P,∫ 腋 ・励A弓 ・乱
.・翫 跏 ・南'凶

量8,115(1937)レ

27)● .11・B諏nd5及G・S・P前k㍉ ノ」バ〃'・.(ル〃 ・.・恥り

55.32盤(193:1).

.擧8)

黝

.ごK))

31)

鋤

鋤

34}

35)
.鋤

鋤

鋤

鋤

40)

F・D`Rossini.及 」・W・Knm淑Fm,ノ;Aiesettrcli

鋤 猷Bt'ASta〃d・tntsl9、.OAゆ(1gor). .

G.B.Kおtiakow5ky,llRonleyn,J.R。Ru聖toffi
ロ

ILA・S聴1i量h及 、V・E・Vangltab',ノ レf〃 ・CheipL

駒r・,57、65(1935},

(冫.B,Kis量inlこ 【レtvskア,∫.Rボ.Ruhoff,ILALSniith

及w・E・V碑9ha叫 一1・.1〃'・Clre〃r・ 叙 ・,57,

876(1935).

G.B,KiStiak`i"tskア レエR.Rulitiff,U.A.Sniiih

及W・E・Vaughan,ノ1ゴ 〃'・Cltt〃 ・Sbc・,58,

1:"(1936)r

M.A.D{.レ 置livar,T.【fC;rehhamlG.B..Kistia-

kowsky及W.E・Vaugh叫 ノ ・4肌C/ltM'

欽.,ε9.S31(1937}.'

G・ お・Ki5電iakowsky,」 ・R・Ruho砿1LA・Smitll

及 、V・.ド幽Vaughnn,ノ2t"t-CltC〃`●Soe:,.L58,

146(19=}6}・ 、

∫.B.(bpn,G.B.KiStinkeWbk)'及E,A,Smiしh,

ノ 」♂伽 ・Cke〃t'abe・,.6T,IS68(193tp.

K.3.Piにeら ノ;Cbem.Plrs.,..5。473(1937)...l

I(陰SrPi皀leri.砺".丿 ㌘et㌧,27。3f}〈 重940}b

J.B.～ わロ馬G・B・Kisti"1⊂ くbwsky..及.E.A.SF、 、ith,

ノ.!1〃't.Cllt〃'.Sec.,田,IS6tg.(19S9).

Lr
.Pauling,. .TheJVat'〃tOfthe伽 硼 をσ♂.Rettd

(ン,rnξLIUp董V●PteSS',1竃h巴6a,New、Fork三(1939},

1鵜..S,1ζ 個se;;(rhrm.加.,1$,2γ{1(19舶)..

R・H・}'【,W】orゴ5短!㍑'を4～ 協`瀚 〃卸,.㍗dedT・

x

.

繍
軸
∴

'∴

,

.

「

凵

.

噛

驢4

、.議

.滝騨

.鳳
矯

,

、.亭.'癩

.'舜

,.唖 榊

ロ　ロ ル

鳥

、

.～
「

ド「・"

'ゼ

9齟 ■

.雨!

・」

・・～.

ロ ゆ

'菴

コ
、

、

`

.

7
.

.畠、

,

」

・,
㍉

.
1

6

馴

、

ら

.齟.

1
習
』
州

一

層

ロロ ヘ ロ

断

嶐.
,
.脚,1.ψ

1・ 昌 「.、 齟

1



卜 ■

グ

ご.。 』 姪
死
直'.

'

1,`

ひ

3:,, .　ロ

}㍗.

o

●

飢

.た

.区

.レレ

置

一
耐

`1 、顎,

瑠,

,・」
も

.

讒.・

.

,

・

「

6

塵

一F
串
振
F

しP
●

「

,

」T

r

-
.
靂

・

.

「

「

し

、

↓

「

鹽

」

,

.

.

「

一
卩

'..
.h6

卜

,
触
置

竃

幽
」・,
.
蟷
.
を

'
.5
r

、7
'.
」
匸

L

ー

.1

ド ...・.

1.'.

`

調 ■卿一圏■闘■ 匿 璽,
齢,
.P. .'

琵4

'.

・」1邯 ・

ロ し

川.乖・溌化水素の熱力墨(共})(績 介)

一

..貫匸φ顎.C轟 加bridg畔UnIversi配yP了 凶,【 よ}ndon

〔1Ω36》

.・孟1)翠6 .1:LFowler.及 ≡.E..A..GuggeロheI",.5躍 犂 面'.

..刎 瑚 躍殉 躍 吻 加 ・.(為市職,【id9¢口niサ 」1,鹸 ・Loa・

40n.(lg39)r

42).J.E.h⊆ng6r友M..}ぐ …rN㎎e55勧'ム ～な祕 」β

.二伽 π島. .Tゆn.Wi;oy;及S`msっ 百叫 恥w

Y匚,{k〔1940)・
　コ　 し

樹1!,.・z・ 』¢,.9. .左癇 耀 卿,,訊7・5s(19・ ・1・3)・

44戸L客 醇 、 二.Et・kenvlldm・,畢 ∋:895(19,甥)・

.4さ〕
..IlrZe… 勇,Z.EthAttvche〃 彦.,40..茄2(!f:3・i).

.46).i.1,Zeise;Z,∠yteerettlt`・ 〃'.,40,.8S5{1934).

.4ηU・ 名¢isle・Z.磁"月 κ加 〃'・42・
.7S,i(1936)・

:43}E・B」Wi㎞ 馬.ノ!C踟 雇..偽 雪り.4,52ヨ(1936},層

・.丶.

,

「

气,.

脚

卩

哂

,

,

,

、

●

●

P

一
。1

5

轟6
凸`洫.医

「

.

卩

,

鹽

o

.

.

.皹O進 歩.V6L

Vol.XV.

49)E,B・XVil・n・ ・ノ 訟 蝋 揚 弊 ・・7・94s(193Q)・
コ 　 ヨ

se)LSLKassel・!
.,,CktU?4r':・1・.「,t・ 〔i騨 レ.

.51}L .s
.K囎):,Ckm..Plur.,4,4q,3(1螂},ロ

「52)ll
・L・Ct・wfor・1

.,tt・・c'he〃'・ 脚 ← ㌫ 辮q94ρ ト ,."

頚り.E・L・.in㏄ ・伽 ・re・少 痴 島E・ ・ti・lhttrgh..52・=趨.tv

口931}・r.Llt. .・ 」
tj-t}EB6L¥il.orDn,..Che〃'OReb;.27..31(10.・to);x・.』"u

55}L.O,Bmckway,Rttd.」 磁7'蠧.物 ∫・,5・231、,
.
.

(1936〕 ・1..ワ

bl…)D.M.D。 ・畆 ・・}A'rti・Alo4erttPA]s… 、s・.s13.留も
(!s)31)..鯨

.もr

57)∫ ・Rope・ 匠h・1及G・M・:t・rPhyl肋 ・舶 蜘

Ph■s・,4.317〔1936)・

5S,E.B・Wi㎞ 馬 ノ=Che"t・Phil・,7,1〔 ト17(19コ の)・.

ft

.、

.

「

F

層

,■.
,一 一 一.一 一一.'

,

1

唱

・

}

ご

.

.・ 負一 一.

P

・

・

`.∵

∵ 噸
一 ▼詳書ゼ

.・哩1

㌻

糞

..、 ≧'
'.1
.・.㌣

.白でく,

コ

唱
,∫ 慶三噌

げ.呷 鹽、

コ ロ

!噺 島
齟.P.

'
.曜 、

憂 ト

.・、4

鱗

噸

∵
」

.瀧

亀

畠

,

.

.

・ 」 ト

・

' .1

∴ ≧

調
一:蠶

漏
撫

・9.噛 ■,・.
.噂 ●"

9卜

・宀

コ
コ し ド

こ.『・∴
,

コる

∵ ・桷

乳じ 冫一'


